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改
定
こ
う
み
る
３
（
内
科
・
在
宅
） （
２
面
）

代
議
員
ア
ン
ケ
ー
ト
（
診
療
報
酬
改
定
） （
３
面
）

地
区
懇
（
与
謝
・
北
丹
、
綴
喜
） 
（
４
面
）

主な内容

　
京
都
市
は
３
月
　
日
、
生
活

２１

保
護
法
指
定
医
療
機
関
に
対
し

て
、「
実
態
調
査
」
と
い
う
名
称

の
新
た
な
「
個
別
指
導
」
を
行

う
こ
と
を
、
保
健
福
祉
局
長
名

で
関
係
団
体
に
通
知
し
た
。

　
こ
れ
は
２
０
１
１
年
３
月
８

日
、
厚
労
省
が
、
生
活
保
護
法

指
定
医
療
機
関
に
対
し
て
、
従

来
の
「
福
祉
事
務
所
と
指
定
医

療
機
関
の
相
互
理
解
と
協
力
を

確
保
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て

行
わ
れ
る
」個
別
指
導
に
加
え
、

支
払
基
金
か
ら
提
供
さ
れ
る
被

保
護
者
の
電
子
レ
セ
プ
ト
を
分

析
し
た
結
果
、（
１
）
被
保
護
者

に
関
す
る
請
求
割
合
が
高
い
、

（
２
）健
康
保
険
の
患
者
に
比
べ

て
被
保
護
者
の
レ
セ
プ
ト
１
件

当
た
り
の
点
数
が
高
い
、（
３
）

被
保
護
者
の
県
外
受
診
の
割
合

が
高
い
、
等
の
指
定
医
療
機
関

を
選
定
し
て
個
別
指
導
を
行
う

よ
う
求
め
た
こ
と
を
受
け
て
の

対
応
で
あ
る
。

　
京
都
市
の
門
川
市
長
は
、
既

に
２
０
１
１
年
３
月
　
日
の
市

１０

議
会
に
お
い
て
、
生
活
保
護
の

不
正
受
給
に
対
応
す
る
た
め
、

部
長
級
職
員
を
ト
ッ
プ
と
す
る

専
門
チ
ー
ム
を
設
置
す
る
方
針

を
表
明
。
２
０
１
１
年
度
か

ら
、
生
活
福
祉
部
地
域
福
祉
課

内
に
「
適
正
化
推
進
担
当
」
と

い
う
名
称
の
専
門
チ
ー
ム
を
設

置
し
て
い
た
。

シ
ル
ク
ホ
ー
ル
を
満
席
に
し
て
開
か
れ
た
第
２
次
新
点
数
検
討
会

熱
気
あ
ふ
れ
る
新
点
数
検
討
会

生
活
保
護
で

個
別
指
導
を
開

生
活
保
護
で
        個
別
指
導
を
開
始始

京
都
市
が「
実
態
調
査
」の
名
称
で

　
同
チ
ー
ム
か
ら
は
、
２
０
１

１
年
　
月
協
会
に
対
し
て
、
こ

１１

の
新
た
な
個
別
指
導
の
取
り
組

み
に
関
す
る
説
明
が
あ
り
、
以

後
数
次
の
協
議
を
行
っ
た
。
そ

の
席
で
担
当
者
が
述
べ
た
の

は
、「
現
在
の
生
保
の
個
別
指

導
は
、
患
者
（
被
保
護
者
）
の

就
労
可
否
と
療
養
態
度
に
関
す

る
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を

中
心
に
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
と
は
別
に
、
１
）
被
保
護

者
、
福
祉
事
務
所
職
員
ま
た
は

医
療
機
関
関
係
者
等
か
ら
、
診

療
内
容
ま
た
は
診
療
報
酬
の
請

求
に
関
す
る
通
報
が
あ
っ
た
医

療
機
関
、
あ
る
い
は
、
２
）
レ

セ
プ
ト
の
点
検
を
行
っ
た
結

果
、
３
カ
月
以
上
に
わ
た
っ
て

請
求
内
容
ま
た
は
点
数
の
妥
当

性
が
検
証
で
き
な
い
事
案
が
複

数
認
め
ら
れ
た
医
療
機
関
に
対

す
る
個
別
指
導
を
行
い
た
い
」

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
協
会
か
ら
は
、

今
回
の
申
し
出
に
は
多
数
の
問

題
点
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
の

ま
ま
で
の
実
施
は
認
め
ら
れ
な

い
旨
の
意
向
を
伝
え
た
。
協
会

が
指
摘
し
て
い
た
問
題
点
は
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
①
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
指

定
医
療
機
関
に
対
す
る
指
導
に

は
、「
一
般
指
導
（
講
習
会
的
な

も
の
）」
と
「
個
別
指
導
（
懇
談

指
導
）」
し
か
な
く
、
内
容
上
そ

れ
を
超
え
る
も
の
は
「
検
査
」

と
言
わ
れ
る
も
の
に
な
る
。
今

回
当
局
よ
り
提
示
さ
れ
て
い
る

内
容
は
、「
調
査
」
の
結
果
次
第

で
は
「
検
査
」
を
実
施
し
、
指

定
医
療
機
関
に
対
す
る
行
政
措

置
を
行
う
こ
と
を
想
定
し
て
い

る
点
か
ら
み
て
、
実
質
的
に
法

令
上
の
「
検
査
」
の
一
部
に
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ

を
「
指
導
」
の
範
疇
で
行
う
と

し
て
い
る
点
は
、
法
令
に
定
め

ら
れ
た
内
容
を
逸
脱
し
て
お

り
、
被
指
導
医
療
機
関
の
混
乱

を
招
く
原
因
と
な
る
の
で
は
な

い
か
。

　
②
「
指
導
」
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
そ
れ
に
「
実
態
調
査
」

と
い
う
法
令
上
根
拠
の
な
い
名

称
を
冠
す
る
こ
と
は
問
題
で
あ

る
。
従
来
の「
生
保
個
別
指
導
」

で
実
施
さ
れ
て
き
た
立
会
者
を

回
避
す
る
た
め
の
便
法
な
の
で

は
な
い
か
。

　
③
立
会
者
と
し
て
は
、
医
療

関
係
団
体
か
ら
の
立
会
い
を
想

定
し
な
い
と
す
る
一
方
で
「
本

市
の
指
定
す
る
学
識
経
験
者
」

が
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
前
記

の
二
つ
の
選
定
理
由
か
ら
み
て

ど
の
よ
う
な
者
を
立
会
者
と
し

て
想
定
し
て
い
る
の
か
が
疑
問

で
あ
る
。

　
④
医
療
扶
助
運
営
要
領
（
昭

和
　
年
９
月
　
日
・
社
発
第
７

３６

３０

２
７
号
）の
第
６「
指
導
お
よ
び

検
査
」の
項
に
は
、「
指
導
の
実

施
に
際
し
て
は
、（
中
略
）関
係

団
体
と
の
連
絡
調
整
を
行
い
運

営
の
円
滑
を
期
す
る
」と
あ
り
、

個
別
指
導
を
そ
の
実
施
の
趣
旨

に
沿
う
も
の
と
す
る
た
め
に

は
、府
医
師
会
な
ど
幅
広
い
関

係
諸
団
体
と
よ
く
協
議
し
た
上

で
実
施
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　
市
当
局
が
、
実
施
の
方
針
に

変
更
な
し
と
の
通
知
を
行
っ
た

こ
と
で
、
今
後
市
内
の
生
保
指

定
医
療
機
関
に
対
し
て
は
、
新

た
な
個
別
指
導
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
実
施
の

要
領
は
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と

で
あ
る
。

　
１
．
厚
労
省
が
示
し
た
上
記

（
１
）
～
（
３
）
の
よ
う
な
対
象

選
定
は
行
わ
な
い
が
、
被
保
護

者
、
福
祉
事
務
所
職
員
、
医
療

機
関
関
係
者
等
か
ら
の
通
報
が

あ
っ
た
医
療
機
関
で
レ
セ
プ
ト

点
検
の
結
果
か
ら
み
て
も
疑
義

が
持
た
れ
る
医
療
機
関
と
、
３

カ
月
分
以
上
に
わ
た
る
縦
覧
点

検
の
結
果
、
請
求
内
容
や
点
数

の
妥
当
性
が
疑
わ
れ
る
医
療
機

関
を
対
象
と
す
る
。

　
２
．
対
象
医
療
機
関
に
は
実

施
日
の
３
週
間
前
ま
で
に
日

時
、
場
所
等
を
通
知
し
、
実
施

日
の
４
日
前
ま
で
に
対
象
患
者

を
通
知
す
る
。

　
３
．
実
施
時
期
は
随
時
と

し
、
関
係
の
医
療
団
体
と
の
事

前
協
議
の
対
象
に
は
し
な
い
。

　
４
．
実
態
調
査（
個
別
指
導
）

に
あ
た
っ
て
は
、
カ
ル
テ
そ
の

他
帳
簿
書
類
等
を
市
側
担
当
職

員
、
嘱
託
医
が
閲
覧
す
る
。

　
５
．
立
会
者
は
、
京
都
市
が

指
定
す
る
学
識
経
験
者
。
従
来

か
ら
行
わ
れ
て
い
る
生
保
個
別

指
導
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な

立
ち
会
い
は
求
め
な
い
。

　
６
．
実
態
調
査（
個
別
指
導
）

の
結
果
、
過
誤
が
発
見
さ
れ
た

場
合
、
市
は
支
払
基
金
に
連
絡

し
、
当
該
指
定
医
療
機
関
に
支

払
う
予
定
の
報
酬
か
ら
控
除
さ

せ
る
。
ま
た
、
指
定
医
療
機
関

に
は
他
に
同
様
の
過
誤
が
無
い

か
、
自
主
点
検
さ
せ
る
。

　
７
．
実
態
調
査（
個
別
指
導
）

の
結
果
、
不
正
・
不
当
が
疑
わ

れ
る
場
合
は
、
立
入
検
査
（
健

康
保
険
で
い
う
監
査
）
を
実
施

し
、
行
政
措
置
（
取
消
、
戒
告
、

注
意
）
を
行
う
。

　
以
上
か
ら
想
定
さ
れ
る
事
態

は
、
い
わ
ゆ
る
医
療
保
険
並
み

の
個
別
指
導
、
監
査
が
行
わ
れ

る
と
い
う
こ
と
だ
と
考
え
ざ
る

を
得
な
い
。

　
こ
れ
に
対
し
て
協
会
は
当
局

に
対
し
、
協
会
が
指
摘
し
た
問

題
点
が
汲
み
取
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
な
ど
を
指
摘
し
、理
解
を

求
め
る
と
と
も
に
、以
下
を
改

め
て
主
張
し
た
。

　（
Ａ
）医
療
保
険
に
お
け
る
個

別
指
導
と
同
レ
ベ
ル
の
個
別
指

導
を
あ
く
ま
で
も
実
施
す
る
と

い
う
こ
と
な
ら
ば
、
指
定
医
療

機
関
と
医
師
の
人
権
保
障
の
観

点
か
ら
、
指
導
内
容
の
録
音
及

び
弁
護
士
の
帯
同
を
認
め
る
こ

と
。
　（
Ｂ
）
実
施
し
た
結
果
、
対
象

に
し
た
こ
と
が
誤
り
で
あ
っ
た

こ
と
が
判
明
し
た
場
合
で
も
医

療
機
関
に
は
風
評
被
害
等
の
実

損
が
生
じ
る
。
そ
の
場
合
に

は
、
行
政
当
局
に
責
任
が
生
じ

る
こ
と
を
自
覚
し
、
む
や
み
な

実
施
は
控
え
て
い
た
だ
き
た
い

こ
と
。

　（
Ｃ
）医
療
機
関
に
対
し
て
指

摘
し
た
改
善
指
示
事
項
は
、
医

療
機
関
へ
の
周
知
の
意
味
か
ら

も
関
係
の
団
体
に
情
報
提
供
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
こ
れ
に
対
し
、
当
局
か
ら

は
、
医
療
機
関
側
か
ら
の
申
し

出
が
あ
れ
ば
録
音
等
も
拒
否
は

し
な
い
。
対
象
医
療
機
関
の
選

定
に
あ
た
っ
て
は
、
慎
重
の
上

に
も
慎
重
を
期
し
て
行
い
、
事

故
の
な
い
よ
う
に
行
い
た
い
。

事
後
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
も

随
時
行
っ
て
い
き
た
い
旨
の
回

答
が
あ
っ
た
。

　
生
保
医
療
を
巡
っ
て
は
、
被

保
護
者
の
命
と
人
権
を
踏
み
に

じ
る
よ
う
な
事
案
が
、
近
県
で

発
生
し
た
例
も
あ
り
、
そ
の
適

正
な
実
施
は
社
会
的
に
も
求
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

協
会
と
し
て
は
、
被
保
護
者
と

指
定
医
療
機
関
双
方
の
権
利
保

障
と
適
切
な
医
療
提
供
の
実
現

に
向
け
て
、
生
保
個
別
指
導
制

度
の
改
善
運
動
に
今
後
も
取
り

組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
る
。

　
協
会
は
３
月
　
日
、「
点
数
表
改

２４

定
の
ポ
イ
ン
ト
」
説
明
会
（
第
２
次

新
点
数
検
討
会
）
を
開
催
し
た
。
２

０
１
２
年
４
月
診
療
報
酬
改
定
に
お

け
る
新
点
数
検
討
会
を
３
回
シ
リ
ー

ズ
で
開
催
し
て
い
る
。
２
回
目
と
な

る
今
回
は
『
点
数
表
改
定
の
ポ
イ
ン

ト
』（
保
団
連
発
行
）
を
テ
キ
ス
ト

に
、
改
定
の
具
体
的
内
容
を
協
会
理

事
者
・
部
員
か
ら
な
る
講
師
団
が
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
た
。
京
都
市
会

場
は
７
６
２
人
の
参
加
者
で
埋
め
尽

く
さ
れ
、
サ
テ
ラ
イ
ト
開
催
と
な
っ

た
舞
鶴
会
場
（
　
人
）
を
合
わ
せ
る

５９

と
、
参
加
者
は
実
に
８
２
１
人
と

な
っ
た
。

次
は
４
月
　
日
  引
換
券
を

忘
れ
ず
に

 

２６

　
４
月
　
日
に
は
、
改
定
後
に
初
め

２６

て
の
レ
セ
プ
ト
提
出
を
前
に
、
点
数

改
定
の
運
用
や
レ
セ
プ
ト
記
載
要
領

の
変
更
な
ど
を
詳
し
く
解
説
す
る

「
新
点
数
運
用
Ｑ
＆
Ａ
・
レ
セ
プ
ト
の

記
載
」
説
明
会
（
第
３
次
点
数
検
討

会
）
を
開
催
す
る
。
テ
キ
ス
ト
は
会

場
に
て
引
換
券
（
４
月
　
～
　
日
頃

１３

１６

に
全
会
員
宛
送
付
済
の
往
復
ハ
ガ

キ
）
と
引
き
換
え
る
の
で
、
必
ず
ご

持
参
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、
説
明

会
に
参
加
さ
れ
な
い
方
に
は
、
５
月

初
旬
に
送
付
の
予
定
。

第
３
次
検
討
会
　
４
月
　
日
（
木
）
 午
後
２
時
～

２６

　
京
都
市
　
京
都
烏
丸
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル（
烏
丸
通
六
角
下
ル
）

　
舞
鶴
市
　
舞
鶴
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
（
サ
テ
ラ
イ
ト
開
催
）

※
参
加
申
込
み
は
協
会
ま
で
。
京
都
市
会
場
は
変
更
に
な
っ
て
い
る

の
で
ご
注
意
下
さ
い
。
引
換
券
を
必
ず
お
持
ち
下
さ
い
。

ポイントをわかりやすく解説

現
行
の
個
別
指
導
と
は
別
途
実
施

実
施
要
領
は
医
療
保
険
に
お
け
る

個
別
指
導
、
監
査
と
ほ
ぼ
同
様

疑
問
、
不
安
に
つ
い
て
は
協
会
に
ご
相
談
を

医
療
保

医
療
保
険険

並

み

並

み

のの

減
ら
し
捻
出
し
た
４
７
０
０
億

円
は
、
昨
年
　
月
の
社
会
保
障

１２

審
議
会
で
決
定
さ
れ
た
急
性
期

勤
務
医
処
遇
改
善
、
在
宅
医

療
・
が
ん
・
認
知
症
治
療
充
実

に
そ
の
大
部
分
が
配
分
さ
れ

る
。
中
小
病
院
・
診
療
所
が
求

め
た
前
回
減
額
の
再
診
料
の
復

活
な
し
▼
医
療
の
Ｉ
Ｔ
化
を
国

が
政
策
と
し
て
提
言
し
だ
し
た

の
は
高
々
　
年
前
で
あ
る
が
、

１０

つ
い
て
い
く
の
は
大
変
だ
。
い

か
に
診
療
に
長
け
て
い
て
も
パ

ソ
コ
ン
操
作
が
得
手
と
は
限
ら

ず
、
手
練
が
近
く
に
い
る
と
は

限
ら
ぬ
、
各
種
の
機
器
ト
ラ
ブ

ル
、印
刷
エ
ラ
ー
、電
子
請
求
の

た
め
の
Ｃ
Ｄ
作
成
な
か
な
か
大

変
、
こ
ん
な
こ
と
も
と
息
子
に

嘲
笑
さ
れ
、
い
き
お
い
プ
ロ
バ

イ
ダ
ー
頼
み
、
年
間
保
守
契
約

の
範
囲
外
と
費
用
の
追
加
。薬

情
・
レ
セ
チ
ェ
ッ
ク
ソ
フ
ト
の
高

い
こ
と
、お
ま
け
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
料
。終
わ
っ
た
は
ず
の
窓
口

で
こ
の
薬
は
や
は
り
要
る
の
要

ら
な
い
の
、そ
の
た
び
領
収
書
、

誰
も
欲
し
が
ら
ぬ
明
細
書
の
打

ち
直
し
、印
刷
す
る
こ
と
に
。イ

ン
ク
の
み
な
ら
ず
紙
の
無
駄
―

日
本
中
で
ど
れ
だ
け
の
熱
帯
雨

林
が
消
え
て
い
く
の
か
▼
事
務

量
増
加
で
半
人
分
は
増
員
要
。

保
険
投
与
の
制
限
が
強
ま
っ
た

ビ
タ
ミ
ン
剤
。「
ち
ゃ
ん
と
保
険

料
は
払
い
、先
生
が
必
要
と
認

め
て
出
し
て
く
れ
て
た
や
な
い

か
、こ
れ
で
体
調
も
い
い
の
に

な
ん
で
や
」と
ね
ば
ら
れ
る
と

説
明
は
難
儀
、受
診
が
３
回
目

以
後
、あ
る
い
は
６
時
以
後
で

な
ぜ
負
担
が
違
う
の
か
、こ
れ

ま
た
同
様
だ
。保
険
診
療
、本
来

の
診
療
以
外
で
悩
ま
さ
れ
、そ

れ
で
も
何
と
か
対
応
す
る
開
業

医
、あ
ん
た
は
偉
い
。 （
木
鼠
）

　
新
年
度
が

始
ま
り
半
月

が
経
っ
た
。

薬
剤
費
・
医

療
材
料
費
を
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“落穂拾い”の内科
再診料の復点が必要

開
業
医
の
役
割
あ
っ
て
こ
そ

構
築
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
開

業
医
の
役
割
は
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の

下
、「
在
宅
療
養
開
始
時
の
指

示
、
急
変
時
の
対
応
・
指
示
、

看
取
り
」
で
あ
る
。
在
宅
患
者

に
対
す
る
医
療
は
二
の
次
に

な
っ
て
い
て
、
健
康
を
維
持
す

る
と
い
う
観
点
が
な
い
。
従
来

は
開
業
医
が
中
心
と
な
り
、
訪

　
国
が
構
想
し

て
い
る
医
療
提

供
体
制
は
「
急

性
期
医
療
へ
の

資
源
集
中
」
と

「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の

問
看
護
師
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
ヘ
ル
パ
ー
と
協
力

し
、
で
き
る
だ
け
在
宅
生
活
を

維
持
で
き
る
よ
う
に
、
臨
機
応

変
に
対
応
し
て
い
た
。
し
か
し

こ
の
体
制
で
は
、
患
者
さ
ん
は

早
期
退
院
の
誘
導
に
よ
り
「
ス

ム
ー
ズ
に
」在
宅
に「
戻
さ
れ
」、

ま
だ
病
状
が
安
定
し
て
い
な
い

の
で
、
再
燃
し
易
く
、
再
び
急

性
期
医
療
に
戻
る
こ
と
に
な

る
。
在
宅
と
、
医
療
コ
ス
ト
の

高
い
急
性
期
病
床
を
往
復
す
る

こ
と
に
な
る
。
開
業
医
の
関
与

が
十
分
に
あ
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
。

　
開
業
医
は
住
民
が
自
宅
で
健

康
に
生
活
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
い
る
。
患
者
さ
ん
の
利
便
性

を
考
え
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対

応
す
る
た
め
に
、研
鑽
を
積
み
、

組
織
や
機
能
の
充
実
を
図
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
、
薬
剤

師
・
看
護
師
・
介
護
士
、
そ
の

他
医
療
職
や
事
務
職
を
雇
っ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
し
か
し

院
内
処
方
で
の
分
包
は
評
価
さ

れ
ず
、
評
価
さ
れ
な
い
処
置
も

多
い
。
少
し
で
も
専
門
外
で
あ

れ
ば
、
医
療
費
は
か
か
る
が
他

院
に
対
応
を
依
頼
し
た
方
が
、

診
療
の
手
間
も
省
け
、
７
剤
超

で
の
減
点
も
な
い
。
院
外
処
方

に
す
れ
ば
調
剤
要
員
も
不
要
に

な
る
し
、
デ
ッ
ド
ス
ト
ッ
ク
も

発
生
し
な
い
（
医
療
機
関
や
調

剤
薬
局
の
少
な
い
地
方
で
は
不

可
能
だ
が
）。

　
開
業
医
は
、
日
常
の
日
中
夜

間
の
診
療
、
急
患
の
診
療
や
往

診
の
他
、
健
診
・
予
防
接
種
・

校
医
・
住
民
の
健
康
教
室
等
、

診
療
以
外
で
も
活
動
し
て
、
住

民
が
健
康
的
に
自
宅
で
生
活
で

き
る
よ
う
に
、
日
夜
頑
張
っ
て

い
る
の
だ
が
、
こ
の
こ
と
が
全

く
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。

　
開
業
医
の
努
力
を
認
め
、
開

業
医
と
そ
の
運
営
す
る
組
織
の

能
力
を
評
価
す
る
制
度
を
希
望

す
る
。

　
現
在
の
制
度
は
複
雑
で
、
病

院
の
よ
う
な
強
力
な
事
務
組
織

を
持
た
な
い
開
業
医
は
十
分
対

応
で
き
な
い
。
算
定
請
求
で
き

る
行
為
で
あ
っ
て
も
、
気
づ
か

ず
算
定
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ

る
で
あ
ろ
う
。
逆
に
間
違
え
て

算
定
す
る
と
減
点
に
な
る
。
減

点
だ
け
で
な
く
指
導
・
監
査
の

対
象
に
な
れ
ば
一
大
事
で
あ

る
。
地
方
で
は
、
院
内
処
方
も

含
め
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応

せ
ざ
る
を
得
な
い
た
め
に
、
高

点
数
と
な
り
毎
回
、
集
団
的
個

別
指
導
の
対
象
に
な
る
医
療
機

関
も
多
い
。
こ
の
よ
う
な
制
度

の
ま
ま
で
は
、
特
に
地
方
で

は
、
廃
院
す
る
医
療
機
関
が
増

え
、
当
然
な
が
ら
新
た
に
開
業

す
る
医
療
機
関
も
な
く
、
保
険

証
を
持
っ
て
い
て
も
医
療
機
関

に
か
か
れ
な
い
事
態
が
発
生
し

つ
つ
あ
る
。

　
保
険
証
１
枚
あ
れ
ば
、
全
国

ど
こ
で
も
必
要
な
医
療
を
同
じ

条
件
で
受
け
る
こ
と
が
可
能
な

国
民
皆
保
険
体
制
に
な
り
　
年
５０

が
経
過
し
た
。
開
業
医
が
地
域

医
療
に
貢
献
で
き
る
医
療
制
度

を
確
立
し
、
国
内
ど
こ
で
も
平

等
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
国
民

皆
保
険
制
度
を
維
持
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

　
今
回
診
療
報
酬
の
改
定
は
全

体
で
０
・
０
０
４
％
ア
ッ
プ
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
内
科
開
業

医
の
立
場
は
ミ
レ
ー
の
名
画

供
落
穂
拾
い
僑の
中
に
描
か
れ
た

農
民
そ
の
も
の
で
あ
る
。
薬
剤

費
切
り
下
げ
に
よ
る
５
５
０
０

億
円
の
財
源
も
、
設
備
が
整
い

高
度
な
医
療
技
術
を
持
つ
大
病

院
を
頂
点
と
す
る
急
性
期
医
療

と
、
多
機
能
を
有
す
る
「
機
能

強
化
型
」
在
宅
療
養
支
援
診
療

所
、
在
宅
療
養
支
援
病
院
を
頂

点
と
す
る
在
宅
医
療
に
重
点
的

に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
。
内

科
開
業
医
は
在
宅
医
療
の
一
線

に
関
わ
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
緊
急
・
夜
間
・
深
夜
往

診
料
だ
け
で
な
く
、
訪
問
診
療

に
よ
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
加
算

ま
で
差
を
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
今
回
の
改
定
内
容
の
速
報
に

じ
っ
く
り
目
を
通
し
た
、
あ
る

内
科
医
院
の
事
務
の
人
が
つ
ぶ

や
い
た
一
言
は
「
検
査
点
数
が

少
し
変
わ
っ
て
い
る
だ
け
で
す

ね
」
だ
っ
た
。
こ
の
状
況
の
中

で
供
落
穂
僑
の
数
は
限
ら
れ
て

い
る
。
診
療
所
の
地
域
医
療
貢

献
加
算
（
３
点
）
に
代
わ
る
も

話
対
応
可
の
届
出
が
妥
当
で
あ

ろ
う
か
？

　
処
方
せ
ん
を
交
付
し
た
場
合

の
一
般
名
処
方
加
算
（
２
点
）

は
、
後
発
品
の
あ
る
医
薬
品
に

つ
い
て
一
品
目
で
も
一
般
名
に

よ
る
処
方
を
す
る
こ
と
に
よ
り

の
と
し
て
時
間
外
対
応
加
算
と

名
称
変
更
さ
れ
、
同
時
に
（
１
）

５
点
（
２
）
３
点
（
３
）
１
点

と
改
変
さ
れ
た
。
今
回
は
算
定

の
要
件
が
よ
り
具
体
的
に
な
っ

た
。
無
理
な
く
対
応
で
き
る

（
２
）の
平
日
午
後
　
時
ま
で
電

１０

算
定
が
可
能
。
他
に
評
価
で
き

る
点
と
し
て
は
、
①
静
脈
の
採

血
料
が
　
点
に
引
き
上
げ
ら
れ

１６

た
、
②
在
宅
酸
素
療
法
指
導
管

理
料
に
係
る
加
算
が
２
月
に
２

回
算
定
で
き
る
よ
う
に
改
善
さ

れ
た
、
③
喘
息
治
療
管
理
料
等

の
算
定
に
あ
た
り
、
医
療
機
関

の
屋
内
禁
煙
が
必
要
と
な
っ
た
、

④
早
期
悪
性
腫
瘍
大
腸
粘
膜
下

層
剥
離
術
（
要
届
出
）
の
保
険

適
用
、
⑤
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
抗
原

定
性
の
保
険
適
用
等
が
あ
る
。

　
疑
問
点
は
、
定
性
・
半
定
量
・

定
量
と
区
別
さ
れ
た
検
査
項
目

が
多
数
あ
り
、
同
一
点
数
で
あ

れ
ば
定
量
に
統
一
す
べ
き
で
な

い
か
。
問
題
点
は
、
一
般
内
科

開
業
医
に
在
宅
医
療
に
も
力
を

注
ぐ
よ
う
求
め
る
一
方
で
、
明

確
な
理
由
を
明
ら
か
に
せ
ず

（
重
症
患
者
の
場
合
、
確
実
な

後
送
医
療
機
関
を
も
っ
て
い
な

い
と
い
う
理
屈
か
ら
？
）、
緊

急
・
夜
間
・
深
夜
往
診
の
時
点

で
す
で
に
往
診
料
に
差
を
つ
け

る
こ
と
が
不
当
で
あ
る
と
声
を

大
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
据
え
置
か
れ
た
再
診
料
に

つ
い
て
も
診
療
所
で
は
以
前
の

点
数
（
　
点
）
に
戻
す
べ
き
で

７１

あ
る
。

内
科
 榎
榎

部
員
　
佐
々
木
 善
二

在
宅
医
療
 榎
理
事
　
吉
河
 正
人

　
今
次
改
定
に
お
い
て
も
、
在

宅
療
養
を
推
進
す
る
た
め
種
々

の
誘
導
が
行
わ
れ
た
。

　
第
一
に
強
化
型
在
宅
療
養
支

援
診
療
所
・
病
院
の
新
設
が
挙

げ
ら
れ
る
。
従
来
と
比
べ
て
、

往
診
料
の
加
算
、
在
宅
タ
ー
ミ

ナ
ル
ケ
ア
加
算
、
在
宅
時
医
学

総
合
管
理
料
等
に
お
い
て
か
な

り
の
高
点
数
と
な
っ
て
い
る
。

算
定
要
件
（
内
容
省
略
）
の
中

で
、
常
勤
医
３
人
以
上
に
つ
い

て
は
病
院
以
外
ほ
と
ん
ど
該
当

し
な
い
。
そ
の
た
め
、
複
数
の

医
療
機
関
が
連
携
し
た
場
合
も

強
化
型
と
認
め
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。
た
だ
し
追
加
要
件
と

し
て
①
連
絡
先
電
話
番
号
の
一

元
化
、
②
月
１
回
以
上
の
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
開
催
が
あ
り
、
①

に
つ
い
て
は
、
主
治
医
以
外
の

医
療
機
関
が
連
絡
先
と
な
っ

て
、
受
け
た
側
も
戸
惑
う
ケ
ー

ス
が
多
く
な
る
と
思
わ
れ
、
非

現
実
的
で
あ
る
。

　
死
亡
者
数
の
増
加
に
対
し
て

病
院
以
外
の
看
取
り
場
所
確
保

の
た
め
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
加

算
と
看
取
り
加
算
が
分
離
再
編

さ
れ
た
。
点
数
は
少
し
下
が
っ

た
も
の
の
要
件
が
緩
和
さ
れ
、

算
定
し
や
す
く
な
っ
た
。
ま

た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

末
期
悪
性
腫
瘍
以
外
の
患
者
に

つ
い
て
も
、
病
名
に
関
わ
ら
ず

死
亡
前
　
日
以
内
に
限
り
訪
問

３０

診
療
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
加
算
・

特
定
施
設
入
居
時
医
学
総
合
管

理
料
が
算
定
可
と
な
り
、
同
一

建
物
居
住
者
訪
問
診
療
料
が
引

き
上
げ
ら
れ
た
。

　
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
、
訪
問
看
護
に
お
い
て
も
一

定
の
改
善
が
な
さ
れ
、
特
に
退

院
直
後
　
日
間
は
医
療
保
険
に

１４

よ
る
訪
問
看
護
が
可
能
に
な
っ

た
点
が
評
価
さ
れ
る
。

　
指
導
管
理
料
に
お
い
て
、
在

宅
酸
素
療
法
・
持
続
陽
圧
呼
吸

療
法
の
材
料
加
算
が
２
カ
月
に

２
回
算
定
で
き
る
こ
と
に
な
っ

た
の
は
改
善
と
い
え
、
特
定
保

険
医
療
材
料
に
皮
膚
欠
損
用
創

傷
被
覆
材
と
非
固
着
性
シ
リ
コ

ン
ガ
ー
ゼ
が
追
加
さ
れ
た
こ
と

は
、
在
宅
に
お
け
る
褥
瘡
治
療

に
大
き
な
戦
力
と
な
ろ
う
。

　
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
点
数

設
定
に
関
し
て
は
引
き
上
げ
や

改
善
が
な
さ
れ
た
と
い
え
る

が
、
大
前
提
と
な
る
在
宅
療
養

全
体
の
状
況
（
核
家
族
化
・
老

老
介
護
・
認
認
介
護
・
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
崩
壊
等
）
を

ど
う
す
る
の
か
課
題
は
大
き

い
。

点数アップや要件緩和も
在宅推進の大前提に課題

①薬効別薬価表付 薬価基準 榎榎 （５,５００円、既刊）
②診療所向け（入院外）常用点数表  （２００円、既刊）
③点数表改定のポイント  （３,０００円（送料込）、既刊）
④新点数・介護報酬運用Q&A レセプトの
　記載 榎榎榎榎榎 （１,５００円（送料込）、４月下旬）
⑤社会保険診療提要 榎榎榎 （４,５００円、４月下旬）
⑥医療系介護報酬改定のポイント
 榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎 （３,０００円（送料込）、既刊）
⑦介護報酬便覧 榎 （３,７８０円（送料込）、５月中旬）　
※①～⑤は会員に１冊無料配布、⑥⑦は希望会員の
み１冊無料配布、価格は２冊目以降の会員価格

２０１２年度 改定関連書籍 Line up
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今
次
診
療
報
酬
改
定
に
対
す
る

今
次
診
療
報
酬
改
定
に
対
す
る
評評
価価

実
　
施
＝
２
０
１
２
年
３
月
　
日
～
４
月
４
日
　
　
回
　
答
＝
　

２１

３９

対
象
者
＝
京
都
府
保
険
医
協
会
代
議
員
　
人
　
　
　
回
答
率
＝
　
％

９５

４１

代議員月例
アンケート奄

　
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
方

針
に
基
づ
く
医
療
と
介
護
の
報

酬
改
定
が
行
わ
れ
た
。

　
社
会
保
障
財
政
の
大
き
な
部

分
を
占
め
る
医
療
費
支
出
に
つ

い
て
、
今
回
も
前
回
に
引
き
続

き
、
可
能
な
限
り
の
伸
び
の
抑

制
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
で
、
高

度
・
先
端
医
療
を
経
営
中
軸
に

据
え
る
医
療
機
関
に
対
し
て

は
、
急
性
期
医
療
へ
の
傾
斜
配

分
と
い
う
形
で
国
の
成
長
支
援

策
と
も
と
れ
る
改
定
と
な
っ

た
。
　
ま
た
、
回
復
期
を
終
え
て
さ

ら
に
療
養
を
必
要
と
す
る
長
期

患
者
は
、
介
護
保
険
か
ら
の
給

付
と
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

を
頼
り
と
す
る
「
地
域
包
括
ケ

ア
」
で
支
え
る
と
い
う
の
が
国

の
構
想
で
あ
る
た
め
、
受
け
皿

で
あ
る
「
在
宅
療
養
」
部
分
に

つ
い
て
は
、
診
療
報
酬
上
の
評

価
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
た
だ
、
そ
の
中
身
は
、
医
療

か
ら
介
護
へ
、
医
師
か
ら
看
護

師
・
介
護
士
へ
と
い
う
評
価
対

象
の
移
動
と
、
高
機
能
型
の
在

宅
対
応
医
療
機
関
に
対
す
る
評

価
付
け
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ

ら
以
外
の
一
般
的
な
在
宅
や
外

来
診
療
に
つ
い
て
は
、
見
る
べ

き
評
価
は
な
い
。

　
協
会
は
、
開
業
医
医
療
の
力

は
、
そ
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
さ
と

柔
軟
性
に
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
開
業
医
は
、
日
常
診
療
に

お
い
て
も
、
患
者
さ
ん
の
生
活

問
題
に
つ
い
て
も
、
臨
機
応
変

に
受
け
止
め
、
対
応
能
力
を
発

揮
し
て
き
た
。
こ
れ
こ
そ
が
、

今
日
ま
で
の
国
民
の
健
康
と
暮

ら
し
を
支
え
、
結
果
と
し
て
の

総
医
療
費
の
伸
び
を
抑
制
し
て

き
た
力
の
源
で
あ
る
と
考
え

る
。
今
、
こ
れ
に
対
す
る
評
価

を
怠
れ
ば
、
開
業
医
医
療
の
持

つ
力
は
減
衰
し
、
国
民
生
活
と

医
療
の
持
続
可
能
性
は
大
き
く

損
な
わ
れ
る
と
危
惧
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
、
今
次
改
定
に

関
し
て
協
会
代
議
員
の
評
価
を

き
い
た
。

　
ま
ず
、
開
業
医
が
行
う
一
般

的
な
在
宅
や
外
来
に
対
す
る
評

価
の
低
さ
に
つ
い
て
、「
理
解

で
き
る
」は
ゼ
ロ
。「
わ
か
ら
な

い
」
と
答
え
た
１
人
以
外
は
す

べ
て「
不
満
」と
の
回
答
で
あ
っ

た
（
図
１
）。
た
だ
、
そ
の
約
半

数
が
「
止
む
を
得
な
い
」
と
し

て
お
り
、
景
気
や
震
災
の
影
響

も
含
め
て
財
源
問
題
を
理
由
に

あ
げ
て
い
る
。「
不
満
」の
最
た

る
も
の
は
や
は
り
厳
し
い
医
業

経
営
環
境
の
中
で
再
診
料
の
復

点
が
実
現
し
な
か
っ
た
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で

眼
科
や
耳
鼻
咽
喉
科
の
汎
用
点

数
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
も

ま
た
不
満
要
因
と
し
て
あ
げ
ら

れ
て
い
る
。

　
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
・
支

援
病
院
再
編
を
進
め
る
改
定
内

容
に
つ
い
て
、「
直
接
関
わ
り
が

な
い
の
で
分
か
ら
な
い
」９
人

を
除
い
て
、「
理
解
で
き
る
」は

１
人
の
み
、　
％
が「
不
満
」と

８９

し
た（
図
２
）。そ
の
理
由
は
、施

設
基
準
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
す
ぎ

る
点
。特
に
地
方
で
の
参
入
が

厳
し
い
こ
と
や「
１
人
で
在
宅

に
取
り
組
む
医
師
の
や
る
気
を

削
ぎ
は
し
な
い
か
」「
本
来
患
者

と
の
信
頼
関
係
で
つ
く
り
あ
げ

ら
れ
て
き
た
在
宅
医
療
を
在
宅

に
特
化
し
た
診
療
所
が
診
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
本
当
に
患
者

に
と
っ
て
良
い
こ
と
な
の
か
」

と
い
う
指
摘
も
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
在
宅
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ

ア
を
進
め
る
改
定
内
容
に
つ
い

て
、
直
接
関
わ
り
が
な
い
　
人
１２

を
除
い
て
「
分
か
ら
な
い
」
が

　
％
、「
評
価
で
き
な
い
」
が
　

３３

４４

％
、「
評
価
で
き
る
」
は
　
％
と

２２

な
っ
た（
図
３
）。
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
評
価
引
き
上
げ
が
「
家
族
に

説
明
し
づ
ら
い
」「
医
療
を
バ

カ
に
し
て
い
る
」
な
ど
、
逆
に

評
価
で
き
な
い
理
由
と
も
な
っ

て
い
る
。

　
維
持
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
介
護
保
険
移
行
を
進
め
る

改
定
内
容
に
つ
い
て
、
直
接
関

わ
り
が
な
い
　
人
を
除
い
て
、

２０

「
分
か
ら
な
い
」
が
　
％
。「
評

２６

価
で
き
な
い
」
が
　
％
、「
評
価

５３

で
き
る
」は
　
％
と
な
っ
た（
図

２１

４
）。

　
後
発
医
薬
品
の
使
用
促
進
に

か
か
わ
る
処
方
せ
ん
様
式
の
変

更
に
つ
い
て
、
処
方
せ
ん
を
発

行
し
な
い
７
人
を
除
い
て
「
評

価
で
き
な
い
」
が
　
％
、「
評
価

５９

で
き
る
」　
％
。「
分
か
ら
な
い
」

２８

も
　
％
あ
っ
た（
図
５
）。「
評
価

１３
で
き
な
い
」理
由
と
し
て
は
、「
医

師
の
裁
量
に
任
せ
る
べ
き
」「
手

間
ば
か
り
か
か
る
」な
ど
。ま

た
、「
使
用
促
進
を
い
う
前
に
行

政
は
品
質
確
認
を
怠
る
べ
き
で

な
い
」と
す
る
意
見
が
あ
っ
た
。

　
院
外
処
方
に
お
け
る
一
般
名

処
方
加
算
に
つ
い
て
、「
評
価

で
き
な
い
」
は
　
％
、「
評
価
で

４１

き
る
」　
％
、「
分
か
ら
な
い
」

３４

が
　
％
（
図
６
）。「
評
価
で
き

２５
な
い
」
理
由
と
し
て
は
、「
後
発

品
を
使
わ
せ
ん
が
た
め
だ
け
の

合
理
性
を
欠
い
た
も
の
」
と
す

る
評
価
が
見
ら
れ
た
。

　
今
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て
見

て
と
れ
る
の
は
、
再
診
料
の
復

点
が
実
現
し
な
か
っ
た
こ
と
も

含
め
開
業
医
医
療
に
対
す
る
評

価
の
低
さ
へ
の
不
満
が
高
い
こ

と
。
そ
う
は
い
っ
て
も
国
の
財

政
事
情
を
慮
っ
て
「
止
む
を
得

な
い
」
と
の
諦
観
が
広
が
っ
て

い
る
こ
と
。
個
別
の
項
目
で

は
、「
直
接
関
わ
っ
て
い
な
い

の
で
分
か
ら
な
い
」
と
す
る
回

答
が
多
く
、
専
門
分
化
さ
れ
る

中
で
、
全
体
の
一
致
し
た
声
は

あ
が
り
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
こ

と
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
国
の
描
く
改
革
の
全
体
構
想

が
何
を
目
指
す
の
か
、
そ
れ
に

対
し
て
我
々
開
業
医
が
ど
う
い

う
医
療
を
理
想
と
し
て
掲
げ
て

い
く
の
か
、
そ
れ
を
今
こ
そ
明

ら
か
に
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
開
業
医

医
療
の
活
力
を
引
き
出
す
こ
と

こ
そ
が
、
こ
の
国
の
医
療
を
強

く
し
て
い
く
の
だ
と
の
確
信
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

開
業
医
医
療
の
評
価
の
低
さ
に
不
満

支
援
診
の
再
編
に
７
割
が
不
満

介
護
へ
の
シ
フ
ト「
評
価
で
き
な
い
」が
半
数

後
発
品
使
用
促
進
あ
り
き
は
評
価
せ
ず

開
業
医
医
療
の
活
力
を
奪
う
な

・地方はすでに限界に達している。
・病院と比べ勤務している医師数が少ないにも関わらず１
人当たりの医師が行う診療や在宅医療の負担が大きく、
現状と報酬が見合っていない。
・民主党政権にだまされ、厚労省にはしてやられました。
国民の生命や健康よりも、医療費抑制を重視する医療政
策には希望がもてない。３・１１を経験した今こそ、“チェ
ンジ”が必要です。
・不満はあるが社会情勢と財政を見ていると止むを得ない。
・再診料７１点への復活が認められなかったことに対し、厚
労省・日医のいずれにも不満である。
・在宅医療の促進には理解できるが、支援診療所が疲弊し
ないかが心配。結局、患者さんが迷惑するのではないか
と危惧する。
・小さい科の基本的な検査の点数引き下げが、非常に心
配。頻度の少ない治療の点数を引き下げることで、算術
的な平均点数を指示している方法が納得しかねます。
・財務省・厚労省の方針を変えさせない限り、日本の医療
は荒廃する。
・医師への管理・強化をもくろむつもりと思われる。現場
を知らない方々の方針と思います。
・都市部を対象とした改定のように感じる。地方では当た
り前に行っている行為が、都市部では行われていないの
だなと理解しました。例：看取り、を含めた在宅医療。
少しは地方の医療にも目を向けてもらいたい。
・病院との機能分化が必要な時に、再診料の復活は必要な
手当と思います。

自由意見から

TEL 075-212-8877
FAX 075-212-0707お申し込み等は京都府保険医協会事務局まで

楽しく・わかりやすく・ためになる ！
新しく医療機関に勤められた方のための研修新しく医療機関に勤められた方のための研修会会
　研修は２日に分けて、１日目は医事紛争に至らないた
めの医療従事者としての心構え、保険請求の基礎知識の
解説、２日目は接遇マナー初級編を行います。大変ご好
評をいただいている研修会です。申込み後にキャンセル
する場合もご連絡をお願いします。
　日　時　＜１日目＞：５月15日（火）午後２時～４時
　　　　　＜２日目＞：５月17日（木）午後２時～４時
　場　所　京都府保険医協会・会議室
　講　師　＜１日目＞ 林　一資 医療安全対策部会副理事長
　　　　　　　　　　 保険部会理事 田中 正明
　　　　　＜２日目＞ 元日本航空客室乗務員　茂木 治子  氏
　内　容　＜１日目＞「医事紛争から見た医療従事者としての心構え」
　　　　　　　　　　「知っておきたい保険基礎知識（請求留意事項）」
　　　　　＜２日目＞「医院・診療所での接遇マナー研修・初級編」
　対　象　新入職員、研修会はじめての方
　定　員　40人（要申込）
　協　賛　有限会社アミス

開業に必要な情報が盛りだくさん ！！
新規開業予定者のための講習新規開業予定者のための講習会会
　今回の講師は、増患対策やスタッフ雇用対策で定評の
ある河原義徳社会保険労務士です。スタッフの雇用問題
は経営に直結します。優秀なスタッフを採用し、その能
力を発揮してもらうための雇用管理は厳しい診療報酬政
策のもとでの医院の立ち上がりに大きく影響します。ス
タッフ対策が増患対策にもなることがあり、「雇われる
立場」から「雇う立場」への意識転換が必要です。多数
のご参加をお待ちしています。
　日　時　５月１９日（土）午後２時～５時
　場　所　京都府保険医協会・会議室
　内　容　①「雇われる立場」から「雇う立場」へ
　　　　　　～始めが肝心！スタッフ雇用の留意点～
　　　　　　ひろせ税理士法人／株式会社ひろせ総研　
　　　　　　特定社会保険労務士　河原 義徳 氏
　　　　　②先輩開業医からのアドバイス
　　　　　③地区医師会への入会手続き、保険医協会の
　　　　　　共済制度について
　参加費　会員：無料、非会員：２,０００円
　定　員　３０人（要申込）　　共　催　有限会社アミス

第６４４回 社会保険研究第６４４回 社会保険研究会会
最近の医療訴訟の動向と診療ガイドラインの法的意義

　講　師　富永　愛 氏
　　　　　 （京都民医連中央病院外科・弁護士）
　日　時　５月26日（土）
　　　　　午後２時～４時
　場　所　京都府保険医協会・会議室
　主　催　京都府保険医協会
　協　賛　株式会社　損害保険ジャパン
　　※無床診療所の参加者については、外部研修の医療

安全管理講習会として位置づけられますので、受
講証明書をお渡しします。

　　※参加申し込みは不要。

― 手術後に作成、公表されたガイドラインをもとに
注意義務違反がありと判断された事例（大阪地方裁判所 
平成２１年１１月２５日判決）を参考に ―

※カッコ内は、直接関わりがないと回答した方を除いた母数
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人
が
出
席
し
て
開

２１か
れ
た
与
謝
・
北
丹

医
師
会
と
の
懇
談
会

　
寒
さ
も
緩
ん
だ
４
月
１
日
、

京
都
市
営
地
下
鉄
・
国
際
会
館

駅
５
番
出
口
に
集
合
、
総
勢
　２７

人
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
岩
倉

川
を
渡
り
、
宝
が
池
公
園
に
向

か
い
ま
す
。
鹿
が
３
頭
出
迎
え

て
く
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で

リ
ー
ダ
ー
・
武

田
先
生
の
あ
い

さ
つ
と
集
合
写

真
撮
影
の
後
、

ハ
イ
キ
ン
グ
の

開
始
で
す
。

て
、
タ
ン
ポ
ポ
の
綿
毛
の
よ
う

に
空
中
を
飛
行
す
る
様
を
観

察
。
こ
の
お
寺
は
大
文
字
五
山

の
供
妙
法
僑
の
点
火
で
も
お
な

じ
み
で
す
。
隣
の
松
ヶ
崎
大
黒

天
か
ら
供
法
僑
の
火
床
に
登
っ

て
市
内
を
眺
望
。
京
都
タ
ワ
ー

が
ほ
ぼ
正
面
に
見
え
ま
し
た
。

宝
が
池
外
周
を
約
３
５
０
ｍ
進

み
、
梅
林
園
の
脇
か
ら
林
山
を

登
り
、
野
鳥
観
察
所
の
脇
か
ら

尾
根
道
を
越
え
て
涌
泉
寺
へ
。

そ
こ
で
菩
提
樹
の
実
を
発
見
。

実
に
つ
い
た
葉
が
羽
に
な
っ

詩
仙
堂
に
て

地
域
に
根
ざ
し
た
在
宅
の
あ
り
方
が
必
要

与
謝
・
北
丹
医
師
会
と
懇
談

３
月
３
日
　
ホ
テ
ル
北
野
屋

　
協
会
は
与
謝
・
北
丹
医
師
会

と
の
懇
談
を
３
月
３
日
に
開

催
。
与
謝
医
師
会
か
ら
８
人
、

北
丹
医
師
会
か
ら
７
人
、
協
会

か
ら
６
人
が
出
席
し
た
。
懇
談

会
は
与
謝
医
師
会
・
西
原
寛
常

務
理
事
の
司
会
で
進
行
。
同

会
・
中
川
長
雄
会
長
と
協
会
・

関
理
事
長
の
挨
拶
後
、
協
会
か

ら
情
報
提
供
を
行
い
、
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

　
ま
ず
地
区
か
ら
、
現
政
権
へ

の
政
権
交
代
を
通
し
て
医
療
政

策
の
方
向
性
や
考
え
方
に
変
更

点
は
あ
る
の
か
と
質
問
が
あ
っ

た
。
協
会
は
、
社
会
保
障
と
税

の
一
体
改
革
は
自
民
党
政
権
時

代
に
厚
労
省
が
考
え
て
い
た
方

針
。
自
民
党
は
踏
み
切
れ
な

か
っ
た
が
、
現
政
権
は
自
分
た

ち
の
考
え
を
盛
り
込
む
強
い
姿

勢
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
述

べ
た
。

　
続
い
て
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
使
用
に
つ
い
て
の
協
会
の

見
解
、
情
報
提
供
に
つ
い
て

は
、
協
会
は
推
進
で
も
反
対
で

も
な
い
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
我
々
の

手
で
チ
ェ
ッ
ク
し
、
そ
の
結
果

を
公
表
す
る
の
は
膨
大
な
量
に

な
り
難
し
い
面
も
あ
る
が
、
で

き
る
限
り
努
力
し
た

い
と
回
答
し
た
。

　
有
料
老
人
ホ
ー
ム

へ
住
所
変
更
し
た
患

者
の
保
険
適
用
の
考

え
方
に
つ
い
て
の
質

問
へ
は
、
介
護
付
き

有
料
老
人
ホ
ー
ム

や
、
サ
ー
ビ
ス
付
高

齢
者
住
宅
は
、
ほ
ぼ

自
宅
と
同
じ
取
り
扱

い
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
点

数
は
、
在
宅
を
準
用
す
る
形
で

は
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
施
設

の
扱
い
で
あ
る
。
施
設
の
配
置

医
師
以
外
は
、
み
だ
り
に
診
療

し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
規

定
。
そ
の
た
め
原
則
と
し
て

は
、
そ
の
施
設
の
配
置
医
師
が

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

特
養
を
利
用
す
る
際
に
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
説
明
を
し
て
、

か
か
り
つ
け
医
か
ら
施
設
の
配

置
医
師
に
対
し
て
、
医
療
情
報

を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
が
必
要

と
回
答
し
た
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
で
は
開
業
医

の
家
庭
医
・
か
か
り
つ
け
医
機

能
を
充
実
・
強
化
す
る
と
聞
い

て
い
る
が
開
業
医
の
役
割
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
住

宅
や
、
京
都
府
が
去
年
か
ら

「
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
」

と
し
て
従
来
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の

半
分
ぐ
ら
い
の
自
己
負
担
で
、

高
齢
者
を
拾
い
上
げ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
手
を

あ
げ
て
い
る
施
設
や
組
織
が
あ

る
の
か
と
の
質
問
が
あ
っ
た
。

協
会
は
、「
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー

ト
ハ
ウ
ス
」
に
つ
い
て
は
十
分

に
掴
み
き
っ
て
い
な
い
。
サ
ー

ビ
ス
付
高
齢
者
住
宅
は
ア
パ
ー

ト
の
よ
う
な
と
こ
ろ
へ
高
齢
者

を
集
め
、
緊
急
時
に
連
絡
を
取

る
人
員
を
配
置
す
る
程
度
の
も

の
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
た
ら
介
護
保
険
の

利
用
料
も
生
じ
る
。
さ
ら
に
は

特
養
も
「
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者

住
宅
の
一
種
」
に
変
え
よ
う
と

す
る
構
想
も
あ
る
。
訪
問
看
護

を
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
、
介
護

ヘ
ル
パ
ー
を
介
護
事
業
所
か
ら

派
遣
し
、
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者

住
宅
へ
と
移
行
さ
せ
よ
う
と
の

流
れ
が
読
み
と
れ
る
。
そ
の
場

合
、
配
置
医
師
は
な
く
な
り
、

特
養
も
サ
ー
ビ
ス
を
外
付
け
す

る
形
と
な
り
、
サ
ー
ビ
ス
付
高

齢
者
住
宅
と
同
様
に
訪
問
に

行
っ
た
り
往
診
に
行
っ
た
り
、

医
療
も
中
身
も
一
般
の
集
合
住

宅
の
よ
う
な
取
り
扱
い
に
な
っ

て
い
く
と
述
べ
た
。

　
最
後
に
北
丹
医
師
会
・
宮
地

吉
弘
会
長
の
挨
拶
で
閉
会
し
た
。

域
育

違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違

　
協
会
は
綴
喜
医
師
会
と
の
懇

談
会
を
３
月
　
日
に
開
催
。
地

１０

区
か
ら
９
人
、
協
会
か
ら
６
人

が
出
席
。
綴
喜
医
師
会
・
河
村

宏
庶
務
担
当
理
事
の
司
会
で
進

め
ら
れ
た
。

　
岡
林
正
純
会
長
は
、「
協
会

な
ら
で
は
の
視
点
で
情
報
提
供

を
い
た
だ
き
、
他
団
体
と
は
違

う
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
活
発
な
懇
談
会
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
挨

拶
し
た
。
そ
の
後
、
関
理
事
長

の
挨
拶
、
協
会
か
ら
の
情
報
提

供
後
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
地
区
か
ら
は
、「
社
会
保
障

と
税
の
一
体
改
革
」に
関
し
て
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
今

後
ど
う
い
う
方
向
に
向
か
う
の

か
。
国
や
国
民
が
思
い
描
い
て

い
る
よ
う
な
在
宅
で
の
「
死
」

を
迎
え
る
た
め
に
は
、
在
宅
医

療
の
中
核
を
担
う
訪
問
看
護
が

き
ち
ん
と
で
き
な
け
れ
ば
難
し

い
と
意
見
が
出
さ
れ
た
。
ま

た
、「
自
助
」
や
「
共
助
」
を
強

調
し
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
を
推
し
進
め
て
い
け
ば
必

ず
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
失
敗
す
る

で
あ
ろ
う
。
小
規
模
多
機
能
施

設
な
ど
比
較
的
小
さ
な
施
設
を

造
り
、
地
域
に
根
付
か
せ
る
こ

と
に
固
執
す
る
よ
り
は
、
１
カ

所
の
大
き
な
施
設
に
患
者
を
集

め
れ
ば
、
看
護
・
介
護
職
員
等

の
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
問
題
か
ら

食
事
の
面
等
す
べ
て
の
こ
と
が

集
約
化
さ
れ
、
効
率
的
に
運
営

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
現
在
の
日
本
の
社
会
形
態

で
は
、
個
々
で
対
応
し
て
い
く

の
は
難
し
い
。
あ
る
程
度
集
約

化
し
て
管
理
し
な
け
れ
ば
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
絵
に

描
い
た
餅
に
な
る
。
さ
ら
に
、

在
宅
で
亡
く
な
る
こ
と
が
す
べ

認
め
る
よ
う
な
動
き
が
あ
る
。

診
療
報
酬
に
お
い
て
も
「
タ
ー

ミ
ナ
ル
ケ
ア
加
算
」
か
ら
「
看

取
り
加
算
」を
独
立
さ
せ
る
等
、

国
は
在
宅
を
進
め
る
方
向
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
介
護

保
険
発
足
当
時
は
、
社
会
的
に

て
の
人
に
と
っ
て
幸

せ
な
こ
と
な
の
か
理

解
で
き
な
い
面
が
あ

る
と
意
見
が
出
さ
れ

た
。
　
協
会
か
ら
は
、
訪

問
看
護
で
多
く
の
医

療
行
為
が
可
能
と

な
っ
て
お
り
、
ま
た

介
護
職
員
に
も
一
部

安
定
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

在
宅
で
死
を
迎
え
た
い
な
ど
本

人
の
希
望
を
重
視
し
よ
う
と
い

う
思
い
な
ど
が
語
ら
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
老
老

介
護
あ
る
い
は
独
居
老
人
が
増

え
て
お
り
、　
時
間
体
制
で
訪

２４

問
看
護
を
受
け
て
も
と
て
も
生

活
で
き
な
い
状
態
の
人
も
い

る
。
ま
た
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
に
お
け
る
医
師
の
役
割

に
つ
い
て
は
、
在
宅
に
患
者
を

移
動
さ
せ
る
時
の
ア
セ
ス
メ
ン

ト
の
み
と
さ
れ
、
訪
問
診
療
を

行
う
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い
な

い
。
医
師
が
関
わ
る
と
コ
ス
ト

が
高
く
つ
く
の
で
、
医
師
を
外

し
た
い
と
い
う
考
え
が
あ
る
の

は
明
白
だ
。
医
師
の
努
力
に

よ
っ
て
現
在
の
医
療
は
支
え
ら

れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を

社
会
あ
る
い
は
国
民
に
も
も
っ

と
理
解
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
医
療
団
体
と
し
て

は
、
そ
う
い
っ
た
面
を
発
信
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
と
述
べ
た
。

　
人
が
出
席
し
て
開

１５か
れ
た
綴
喜
医
師
会

と
の
懇
談
会

比
叡
山
麓
の
自
然
と
歴
史
を
探
訪

第
　
回
環
境
ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
加
し
て

２３

お 知 ら せ
　京都保険医新聞の文字が６月から大きくなります。
同時に見易い紙面づくりにつとめてまいります。
 榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎 編集部

大
黒
天
参
道
か
ら
北
山
通
に
抜

け
る
途
中
で
、
畑
に
フ
ェ
ン
ス

を
設
置
し
て
い
る
地
元
農
家
の

ご
夫
婦
が
お
ら
れ
ま
し
た
。
鹿

の
食
害
対
策
と
の
こ
と
で
し

た
。
鹿
の
住
処
で
あ
る
裏
山
の

森
を
開
発
の
名
の
も
と
に
奪
っ

て
き
た
供
つ
け
僑
が
回
っ
て
き

た
感
が
あ
り
ま
す
。

　
北
山
通
を
高
野
川
や
叡
電
、

さ
ら
に
白
川
通
を
渡
っ
て
、
修

学
院
道
を
東
に
赤
山
禅
院
へ
と

向
か
い
ま
す
。供
皇
城
表
鬼
門
僑

守
護
の
重
責
を
背
負
う
寺
院
で

す
。
比
叡
山
千
日
回
峰
修
行
の

阿
闍
梨
様
の
中
継
寺
院
で
す
。

本
堂
の
屋
根
に
は
御
幣
を
担
い

だ
お
猿
さ
ん
が
金
網
囲
い
の
中

で
収
ま
っ
て
い
ま
す
。
い
た
ず

ら
好
き
で
、
す
ぐ
に
飛
ん
で

行
っ
て
し
ま
う
の
で
、
金
網
で

覆
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
京

都
御
所
の
北
東
角
（
猿
が
辻
）

は
隅
が
四
角
く
切
り
取
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
こ
が
表
鬼
門
に

相
当
し
ま
す
。
そ
こ
の
屋
根
に

も
供
金
網
で
囲
わ
れ
た
御
幣
を

肩
に
担
い
だ
お
猿
さ
ん
僑、
互

い
に
向
き
合
っ
て
鬼
門
を
守
っ

て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
裏
鬼
門

は
城
南
宮
で
す
。
表
鬼
門
は
丑

寅
（
艮
）
の
方
角
で
、
鬼
の
角

は
牛
（
丑
）
を
、
虎
の
パ
ン
ツ

で
寅
を
表
し
て
い
ま
す
。
対
角

の
方
角
（
南
西
）
は
、
猿
（
申
）・

鶏
（
酉
）・
犬
（
戌
）
で
、
桃
太

郎
の
従
者
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
赤
山
さ
ん
は
都
七
福
神
の

１
人
福
録
寿
を
お
ま
つ
り
し
て

い
ま
す
。

　
赤
山
禅
院
を
後
に
、
曼
殊
院

を
目
指
し
ま
す
。
途
中
で
修
学

院
離
宮
（
後
水
尾
上
皇
が
愛
し

た
山
荘
）
の
広
大
な
敷
地
や
そ

の
奥
に
見
え
る
山
荘
を
眺
め
な

が
ら
音
羽
川
沿
い
を
「
き
ら
ら

（
雲
母
）
坂
」
ま
で
遡
行
、
大
階

段
に
て
昼
食
休
憩
。
少
し
戻
っ

て
曼
殊
院
参
道
を
南
下
、
武
田

薬
用
植
物
園
を
通
り
抜
け
て
、

瓜
生
山
登
山
開
始
。
里
山
な
が

ら
本
格
的
な
山
道
を
体
験
し
て

狸
谷
不
動
尊
に
到
着
。
長
い
参

道
を
下
っ
て
詩
仙
堂
に
到
着
。

お
庭
拝
見
で
、
有
名
な
供
し
し

お
ど
し
僑
の
澄
ん
だ
音
に
、
歩

き
疲
れ
た
体
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

満
ち
て
き
ま
し
た
。
小
じ
ん
ま

り
と
し
た
入
り
口
に
対
し
、
広

大
で
手
入
れ
が
な
さ
れ
た
お
庭

を
拝
見
し
て
今
回
の
ハ
イ
キ
ン

グ
終
了
で
す
。

　
恒
例
の
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー

（
餃
子
の
王
将
）へ
は
希
望
者
参

加
で
す
。
私
の
歩
数
計
（
携
帯

電
話
）
で
お
お
よ
そ
２
８
０
０

０
歩
で
し
た
。

 
（
北
区
歯
科
・
森
　
忠
昭
）

　
協
会
は
４
月
　
日
、
関
西
電

１７

力
大
飯
原
発
再
稼
働
の
動
き
が

加
速
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、

内
閣
総
理
大
臣
、
経
済
産
業
大

臣
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
に

対
し
、「
大
飯
原
発
再
稼
働
反

対
、
及
び
原
発
の
即
時
全
廃
を

求
め
る
」声
明
文
を
送
付
し
た
。

　
４
月
９
日
、
政
府
は
大
飯
原

発
に
関
し
、
そ
の
再
稼
働
に
向

け
た
関
係
閣
僚
会
合
に
お
い

て
、
再
稼
働
の
判
断
基
準
に

「
お
お
む
ね
適
合
し
て
い
る
」と

認
定
。　
日
の
同
会
合
で
は
、

１２

安
全
宣
言
を
持
ち
越
す
と
し
た

が
、
地
元
な
ど
の
理
解
が
得
ら

れ
た
と
判
断
す
れ
ば
、
そ
の
段

階
で
関
係
閣
僚
会
合
を
開
き
、

大
飯
原
発
３
、
４
号
機
の
再
稼

働
を
最
終
決
定
す
る
と
し
た
姿

勢
は
崩
し
て
い
な
い
。

　
こ
の
間
、
近
隣
自
治
体
で
あ

る
京
都
府
、
滋
賀
県
、
大
阪
府
・

市
か
ら
も
、
原
発
へ
の
安
全
性

に
対
し
て
疑
問
の
声
が
あ
が
っ

て
お
り
、
関
西
電
力
に
対
し
て

立
地
県
並
み
の
安
全
協
定
の
締

結
を
行
う
よ
う
再
三
求
め
て
い

る
。
こ
れ
は
、
福
島
原
発
事
故

を
教
訓
に
、
地
元
住
民
を
守
ろ

う
と
す
る
首
長
の
正
し
い
姿
勢

で
あ
る
と
考
え
る
。

　
福
島
原
発
事
故
か
ら
１
年

経
っ
た
今
で
も
、
事
故
原
因
の

究
明
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
事
故

を
受
け
た
新
た
な
安
全
基
準
も

示
さ
れ
て
は
い
な
い
。
ま
し

て
、
事
故
前
の
基
準
で
行
わ
れ

て
い
る
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
は
、

も
は
や
安
全
を
図
る
判
断
基
準

と
す
べ
き
で
は
な
い
。

　
先
に
原
発
再
稼
働
を
あ
り
き

と
す
る
国
の
姿
勢
に
対
し
、

我
々
は
国
民
の
健
康
と
生
命
に

責
任
を
持
つ
医
療
団
体
と
し

て
、
大
飯
原
発
再
稼
働
に
向
け

た
動
き
に
断
固
抗
議
し
、
さ
ら

に
原
発
の
即
時
全
廃
を
求
め

る
。

大飯原発の再稼働
反対で声明

包
括
ケ
ア
の
今
後
の
方
向
性
の
見
極
め
を

綴
喜
医
師
会
と
懇
談

３
月
　
日
　
京
田
辺
市
商
工
会
館

１０　
ま
ず
は
足
慣

ら
し
と
し
て
、
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医
療
費
免
除
を
要
求
さ
れ
た
ら

　
診
療
の
結
果
に
満
足
が
得
ら

れ
な
か
っ
た
場
合
、
患
者
さ
ん

の
方
か
ら
医
療
費
免
除
を
要
求

し
て
く
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
中
に

は「
世
間
一
般
の
常
識
と
し
て
、

お
金
を
払
っ
て
不
良
品
を
買
わ

さ
れ
た
り
、
修
理
に
出
し
た
も

の
が
直
ら
な
か
っ
た
ら
返
金
し

て
貰
う
の
が
当
た
り
前
で
し
ょ

う
」
と
仰
る
方
も
い
る
よ
う
で

す
。
い
わ
ゆ
る「
医
療
消
費
者
」

と
し
て
の
権
利
意
識
な
の
で

し
ょ
う
。
医
療
従
事
者
の
方
な

ら
ば
お
気
づ
き
と
思
い
ま
す

が
、
こ
の
患
者
さ
ん
は
医
療
を

他
の
サ
ー
ビ
ス
業
と
同
一
視
し

て
い
る
と
い
う
見
当
違
い
を
し

て
い
ま
す
。
医
療
に
は
他
の
職

る
訳
で
は
な
い
の
で
す
。
医
療

機
関
側
の
す
べ
き
こ
と
は
あ
く

ま
で
患
者
さ
ん
を
診
療
す
る
こ

と
で
、
医
の
倫
理
や
医
師
個
人

の
信
念
は
別
と
し
て
、
完
治
さ

せ
る
と
こ
ろ
ま
で
は
法
的
義
務

が
な
い
の
が
現
実
で
す
。
こ
う

い
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
結
果
の

良
し
悪
し
や
患
者
さ
ん
の
満
足

種
に
類
を
見
な
い
特
殊
性
が
あ

り
ま
す
し
、
法
的
に
み
て
も
医

療
行
為
の
結
果
を
保
証
す
る
請

負
契
約
を
、
医
療
機
関
側
と
患

者
さ
ん
側
で
取
り
交
わ
し
て
い

も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
実
際
に
患
者
さ
ん

か
ら
医
療
費
支
払
い
を
拒
否
さ

れ
た
場
合
の
対
処
法
で
す
が
、

先
ず
は
諦
め
ず
に
請
求
書
を
必

ず
作
成
・
保
存
し
て
お
い
て
下

さ
い
。
そ
れ
か
ら
、
医
療
過
誤

の
有
無
の
確
認
と
な
り
ま
す

が
、
何
度
も
言
う
よ
う
に
、
そ

度
で
、
医
療
費
免
除
の
要
求
に

応
え
る
の
は
不
適
切
な
こ
と
な

の
で
す
。
ま
た
、
患
者
さ
ん
が

医
療
費
免
除
の
み
で
納
得
す
る

か
否
か
も
、
そ
の
時
点
で
は
分

か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
医
療
費
免

除
を
了
承
し
た
ら
、
そ
こ
か
ら

更
な
る
要
求
が
出
さ
れ
る
こ
と

健
康
保
険
法
　
条
【
一
部
負
担

７４

金
】
で
医
療
費
は
徴
収
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
併

せ
て
伝
え
れ
ば
よ
り
説
得
力
も

増
す
で
し
ょ
う
。「
○
○
さ
ん

の
お
気
持
ち
は
十
分
理
解
で
き

ま
す
が
、
と
に
か
く
法
律
違
反

を
す
る
訳
に
は
い
か
な
い
の
で

す
。
後
の
こ
と
は
き
ち
ん
と
整

の
時
点
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い

な
い
場
合
は
、
調
査
を
終
え
て

過
誤
の
あ
る
こ
と
が
明
白
と

な
っ
た
時
に
、
賠
償
責
任
の
度

合
い
に
応
じ
て
返
還
す
る
こ
と

を
確
実
に
伝
え
て
下
さ
い
。
医

療
機
関
と
し
て
は
誤
魔
化
す
つ

も
り
で
は
な
く
、
過
誤
が
な
い

限
り
結
果
の
如
何
を
問
わ
ず
、

理
し
て
、
必
ず
医
療
機
関
と
し

て
の
見
解
を
お
伝
え
し
ま
す
の

で
、
取
り
敢
え
ず
で
も
医
療
費

を
お
預
け
い
た
だ
け
ま
せ
ん

か
」と
お
願
い
し
て
み
る
の
も
、

あ
な
が
ち
無
駄
と
も
限
り
ま
せ

ん
。
実
際
に
多
く
の
医
療
機
関

で
そ
の
よ
う
に
対
応
し
て
、
何

と
か
医
療
費
を
徴
収
し
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
僅
か
な
医
療

費
だ
か
ら
ま
あ
い
い
か
、
と
軽

ん
じ
る
こ
と
な
く
、
患
者
さ
ん

の
不
平
・
不
満
に
は
金
銭
で
な

く
、
き
ち
ん
と
医
療
・
医
学
的

に
応
え
て
い
く
の
が
、
医
療
機

関
側
の
「
誠
意
」
と
な
り
得
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
医

療
費
即
ち
診
療
報
酬
は
、
決
し

て
「
成
功
報
酬
」
で
は
な
い
の

で
す
。

　
次
回
は
、
紛
争
の
隠
れ
た
原

因
と
な
り
得
る
前
医
批
判
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
時
間
外
対
応
加
算
に
つ
い
て

　
Ｑ
、
時
間
外
対
応
加
算
に
つ

い
て
、
対
応
が
求
め
ら
れ
る
時

間
帯
に
お
い
て
は
、
必
ず
医
師

が
直
接
対
応
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
か
。
ま
た
、
加
算
１
又
は

２
の
場
合
、
学
会
等
の
や
む
を

得
な
い
事
情
で
例
外
的
に
、
本

来
対
応
が
求
め
ら
れ
る
時
間
帯

に
対
応
が
で
き
な
い
場
合
、
他

の
病
院
又
は
診
療
所
で
代
替
す

る
こ
と
は
可
能
で
す
か
。

　
Ａ
、
対
応
に
つ
い
て
は
、
で

き
る
だ
け
速
や
か
に
対
応
す
る

体
制
が
あ
れ
ば
、
必
ず
し
も
直

接
医
師
が
対
応
す
る
も
の
に
限

定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
例
え

ば
、
転
送
電
話
や
職
員
が
対
応

し
た
後
に
連
絡
等
を
受
け
対
応

す
る
体
制
も
認
め
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
や
む
を
得
な
い
場
合

は
、
加
算
１
又
は
２
で
あ
っ
て

も
、
他
の
病
院
又
は
診
療
所

（
休
日
・
夜
間
診
療
所
含
む
）
と

の
連
携
に
よ
る
対
応
も
可
能
で

す
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
は
、

事
前
に
患
者
及
び
関
係
者
に
連

携
医
療
機
関
で
の
対
応
と
な
る

こ
と
を
伝
え
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
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昨
年
　
月
に
は
野
田
政
権
が

１１

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
表
明
し
ま
し
た

が
、
カ
ロ
リ
ー
自
給
率
　
％
が

３９

　
％
に
低
下
す
る
と
い
っ
た
農

１３産
物
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
の
中
身
に
は
す
べ
て
の
モ

ノ
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
自
由
化

と
緩
和
・
競
争
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
食
品
や
医
薬
品
の

安
全
基
準
の
大
幅
緩
和
に
よ

り
、
私
た
ち
の
い
の
ち
や
健
康

に
も
大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
食
料
へ
の
影
響
も
大
き

く
、
ア
メ
リ
カ
で
生
産
さ
れ
て

い
る
遺
伝
子
組
み
換
え
大
豆
、

菜
種
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
大
量

に
押
し
寄
せ
て
く
る
こ
と
は
明

ら
か
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、

約
１
２
０
種
が
商
業
栽
培
を
認

可
さ
れ
て
お
り
、
米
国
学
術
研

究
評
議
会
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）
は
、
現

在
ア
メ
リ
カ
で
栽
培
さ
れ
た
大

豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ワ
タ
の

約
　
％
は
遺
伝
子
組
み
換
え
体

８０
と
の
調
査
結
果
を
発
表
し
て
い

ま
す
。
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物

（
Ｇ
Ｍ
作
物
）の
商
業
栽
培
を
行

う
国
は
年
々
増
加
し
、
今
や
世

界
　
カ
国
で
普
及
し
て
い
ま

２５
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
多
く
の

消
費
者
は
、
Ｇ
Ｍ
作
物
を
口
に

し
て
い
る
と
い
う
実
感
を
持
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　
昨
年
　
月
米
国
ハ
ワ
イ
産
の

１２

「
レ
イ
ン
ボ
ー
」
と
い
う
品
種

で
、
遺
伝
子
組
み
換
え
パ
パ
イ

ア
の
輸
入
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。
丸
ご
と
生
で
食
べ
る
Ｇ
Ｍ

作
物
は
こ
れ
が
初
め
て
で
す
。

Ｇ
Ｍ
作
物
は
ど
れ
も
自
然
界
に

存
在
し
な
い
新
た
な
有
用
植
物

を
生
み
出
せ
る
反
面
、
人
体
や

動
物
、
生
態
系
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働

省
は
「
実
質
同
等
性
」
と
い
う

概
念
で
、
従
来
の
食
品
と
変
わ

ら
な
い
と
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
長
期
に
摂
取
し
た
と
き
の
慢

性
毒
性
、
ア
レ
ル
ギ
ー
誘
発
の

可
能
性
、
安
全
性
に
つ
い
て
は

す
。
わ
が
国
で

は
、
ど
れ
も
加
工

食
品
の
原
料
や
飼

料
用
で
８
作
物
、

１
６
８
種
の
販
売

流
通
が
認
め
ら
れ

十
分
な
確
認
が
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
環
境
や
生
態
系
に
つ
い
て

も
、
交
雑
に
よ
る
除
草
剤
耐
性

の
獲
得
、
土
壌
微
生
物
や
ミ
ミ

ズ
の
減
少
、
ミ
ツ
バ
チ
や
テ
ン

ト
ウ
ム
シ
の
寿
命
短
縮
な
ど
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｇ
Ｍ
作

物
が
輸
送
中
に
こ
ぼ
れ
落
ち

て
、
自
生
が
広
が
り
、
多
種
と

の
交
雑
に
よ
り
問
題
を
起
こ
し

て
い
る
地
域
も
多
く
み
ら
れ
ま

す
。
ま
た
作
物
の
「
種
子
」
を

独
占
し
、
除
草
剤
、
殺
虫
剤
と

の
セ
ッ
ト
で
Ｇ
Ｍ
作
物
を
売
り

つ
け
る
モ
ン
サ
ン
ト
社
や
デ
ュ

ポ
ン
社
の
よ
う
な
巨
大
企
業
の

農
業
、
食
糧
支
配
の
可
能
性
も

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、

世
界
農
地
の
約
　
％
に
Ｇ
Ｍ
作

１０

物
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
遺
伝
子
組
み
換
え

動
物
の
開
発
も
盛
ん
で
、
１
９

９
９
年
　
月
　
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

１１

２５

「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
」に
そ

の
一
部
が
放
映
さ
れ
、
視
聴
者

に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
ま
し

た
。
砂
糖
水
を
軽
油
に
変
え
る

細
菌
、
成
長
が
早
く
、
普
通
の

サ
ケ
の
２
～
３
倍
の
大
き
さ
に

な
る
サ
ケ
、
光
る
絹
糸
や
人
工

血
管
の
材
料
を
作
り
出
す
カ
イ

コ
、
光
る
熱
帯
魚
・
ペ
ッ
ト
、

分
野
は
多
く
、
歯
止
め
が
き
か

な
い
状
態
で
す
。
現
在
の
遺
伝

子
組
み
換
え
技
術
は「
不
完
全
」

で
、
生
物
の
細
胞
か
ら
遺
伝
子

を
切
り
取
る
こ
と
や
、
生
物
の

の
遺
伝
子
を
合
成
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
肝
心
の

「
取
り
込
み
」
に
つ
い
て
は
、
人

間
は
制
御
で
き
ま
せ
ん
。「
組

み
込
み
」は
生
物
ま
か
せ
で
す
。

遺
伝
子
セ
ッ
ト
が
ど
こ
に
入
る

ア
レ
ル
ギ
ー
を
発

症
し
な
い
ネ
コ
な

ど
。
実
験
だ
け
で

な
く
商
品
化
も
一

部
は
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
種
類
や

か
、
い
く
つ
入
る
か
は
全
部
偶

然
に
頼
っ
て
い
ま
す
。
遺
伝
子

組
み
換
え
生
物
は
、
一
度
作
り

出
さ
れ
、
環
境
に
放
出
さ
れ
れ

ば
生
物
と
し
て
増
殖
を
続
け
る

可
能
性
が
存
在
し
ま
す
。
ア
メ

リ
カ
の
ク
レ
イ
グ
・
ベ
ン
ダ
ー

博
士
の
グ
ル
ー
プ
は
１
０
０
万

個
を
超
え
る
遺
伝
子
の
配
列
を

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
設
計
し
、
増

殖
で
き
る
人
工
生
物
（
細
菌
）

を
作
り
出
し
た
と
発
表
し
て
い

ま
す
。
今
や
遺
伝
子
組
み
換
え

技
術
は
、
こ
れ
ま
で
の
生
物
界

に
な
か
っ
た
生
物
を
創
出
す
る

に
至
っ
て
お
り
、
も
は
や
人
間

の
手
か
ら
離
れ
、
一
人
歩
き
す

る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

あ
る
意
味
で
は
、
遺
伝
子
組
み

換
え
技
術
は
人
間
が
開
発
し
な

が
ら
、
制
御
で
き
な
く
な
っ
た

核
爆
弾
や
原
発
と
似
て
い
ま

す
。
　
２
０
０
０
年
１
月
に
遺
伝
子

組
み
換
え
生
物
の
使
用
に
よ
る

生
物
多
様
性
へ
の
悪
影
響
を
防

止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
カ
ル
タ
ヘ
ナ
議
定
書
」が
国
連

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
わ
が
国

で
は
、　
年
６
月
に
「
カ
ル
タ

０３

ヘ
ナ
法
」
が
成
立
・
公
布
、　０４

年
２
月
よ
り
施
行
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
世
界
で
最
大
Ｇ

Ｍ
作
物
輸
出
国
の
ア
メ
リ
カ
が

こ
の
条
約
に
批
准
し
て
い
な
い

こ
と
は
最
大
の
問
題
で
す
。

　「
多
く
の
人
は
科
学
技
術
の

よ
い
面
ば
か
り
見
て
、
そ
れ
が

予
期
せ
ぬ
悪
い
影
響
を
考
え
ま

せ
ん
」（
ジ
ャ
レ
ド
・
ダ
イ
ア
モ

ン
ド
）。
私
た
ち
は
す
で
に
、

放
射
能
汚
染
や
気
候
変
動
な
ど

地
球
環
境
破
壊
の
数
多
の
つ
け

を
次
世
代
に
回
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
も
う
こ
れ
以
上
の
つ
け

を
回
さ
な
い
た
め
に
も
、
環

境
・
人
口
・
水
・
食
糧
問
題
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
格
差
・

社
会
問
題
な
ど
へ
の
関
心
を
高

め
、
日
常
の
生
活
で
さ
さ
や
か

な
が
ら
も
地
球
・
世
界
環
境
改

善
の
具
体
化
に
取
り
組
む
こ
と

が
大
切
で
す
。

（
環
境
対
策
委
員
・
山
本
 昭
郎
）

襖
鴬

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

と
。
し
か
し
そ
う
は
言
っ
て

も
、
パ
ス
カ
ル
は
「
パ
ン
セ
」

の
中
で
、「
デ
カ
ル
ト
に
は
我

慢
が
な
ら
な
い
。
神
を
な
い
が

し
ろ
に
し
て
い
る
」
と
述
べ
て

い
る
と
お
り
、
教
会
か
ら
は
離

れ
て
い
て
も
カ
ト
リ
ッ
ク
的
呪

縛
か
ら
離
れ
ら
れ
な
か
っ
た
人

で
、
と
て
も
先
見
性
が
あ
っ
た

と
は
思
え
ま
せ
ん
。「
ラ
ッ
セ

ル
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
宣
言
」

は
戦
争
や
原
発
を
倫
理
的
に
問

う
も
の
で
、
政
治
に
道
徳
を
つ

き
つ
け
て
意
味
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
哲
学
は
知
識
を
持

つ
こ
と
で
は
な
く
、
い
か
に
有

る
か
を
考
え
る
学
問
で
あ
る
と

私
は
考
え
ま
す
。

　
単
に
大
災
害
で
あ
っ
た
だ
け

で
な
く
、
現
代
文
明
に
大
き
な

疑
問
符
を
投
げ
か
け
た
３
・
　１１

に
よ
っ
て
、
デ
カ
ル
ト
に
始
ま

る
西
洋
的
な
二
元
論
に
立
脚
し

た
現
代
科
学
の
限
界
が
白
日
の

も
と
に
さ
ら
さ
れ
た
今
、
多
神

教
的
に
自
然
の
恵
み
を
幸
い
と

し
、
自
然
と
と
も
に
生
き
る
日

本
的
な
死
生
観
こ
そ
が
今
後
の

地
球
を
救
う
哲
学
と
な
り
う
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
愚
者
は
経
験
に
学
び
、
賢
者

は
歴
史
に
学
ぶ
」
と
い
い
ま
す

が
、
歴
史
と
経
験
を
統
合
し
て

考
え
る
こ
と
が
、
今
、
課
さ
れ

た
問
い
に
答
え
る
方
法
で
し
ょ

う
し
、
哲
学
も
ま
た
平
時
に
は

あ
り
得
な
い
長
足
の
進
歩
を
と

げ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
ま
さ
に
１
年
後
の
３
・
　
の
１１

こ
の
日
に
、
思
索
の
機
会
を
与

え
て
く
だ
さ
っ
た
保
険
医
協
会

の
皆
様
に
感
謝
す
る
と
同
時

に
、
世
界
の
人
々
に
幸
あ
れ
と

願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

 
（
下
京
西
部
・
山
下
　
琢
）

　
今
回
は
、
今
ま
で
の
哲
学
講

座
と
は
か
な
り
毛
色
の
ち
が
っ

た
お
題
と
講
師
で
し
た
が
、
ど

う
い
う
内
容
で
あ
っ
て
も
「
考

え
る
」
契
機
と
な
る
だ
ろ
う
と

考
え
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ま
ず
、
出
だ
し
か
ら
既
成
概

念
が
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。「
哲

学
す
る
の
に
忙
し
く
て
」
と
言

わ
れ
る
。
哲
学
は
静
か
に
思
考

を
め
ぐ
ら
す
も
の
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。「
倫
理
と
は
哲
学

が
人
を
対
象
と
し
た
時
の
も
の

で
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
。
倫
理

と
は
人
と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き

か
を
考
え
る
学
問
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
し
た
。「
あ
な
た
の
考

え
方
は
ベ
ン
サ
ム
の
功
利
主
義

の
考
え
で
…
」
と
断
ぜ
ら
れ
、

カ
ン
ト
、
デ
カ
ル
ト
、
パ
ス
カ

ル
、
ラ
ッ
セ
ル
と
講
義
が
進
む

に
つ
れ
て
納
得
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
倫
理
学
の
授
業
な
の
だ

　
協
会
は
３
月
　
日
、
第
　
回
文
化
講
座
「
人
間
が
『
生
き
る
』
と
は
ど
う
い

１０

１１

う
こ
と
か
？
～
ゼ
ロ
か
ら
『
哲
学
』
と
『
科
学
』
に
つ
い
て
考
え
る
」
を
開
催
、

　
人
が
参
加
し
た
。
講
師
は
代
々
木
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
公
民
科
講
師
の
畠
山
創
氏
。

１８当
日
の
参
加
記
を
掲
載
す
る
。

文
化
講
座
の
も
よ
う

３
 ・
 　
と
哲
学

１１

文化講座を開催

供
人
間
が
 「生
き
る
」 と
は
僑

参
加
記

『
医
療
安
全
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
』

京都府保険医協会編
１セット（３枚組全３０５分）定価１０,０００円
京都協会会員価格　 ５,０００円
他府県協会会員価格 ７,０００円（ 榎榎 ）税込

送料別

医療安全研修にご活用下さい !
　京都府保険医協会の経験を蓄積し
て作成した完全オリジナル、従業員
研修にも活用いただけます。

オ
リ
ジ
ナ
ル
D
V
D
好
評
で
す
鎧

成
分
表
に
表
示
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５
月
の
相
談

５
月
の
相
談
室室

　
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
協

会
事
務
局
へ
お
申
込
み
下
さ

い
。　
分
間
無
料
。

３０

◆
医
院
・
住
宅
新（
改
）築

　
５
月
９
日（
水
）午
後
２
時
～

　
担
当
＝
竹
内
建
築
士

◆
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

　
５
月
　
日（
木
）午
後
１
時
～

１７

　
担
当
＝
三
井
生
命
の
Ｆ
Ｃ

◆
法
　
律

　
５
月
　
日（
木
）午
後
２
時
～

１７

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

 訃
　
報
 

　
大
本
昭
氏
（
享
年
　
、
舞
鶴
）

８３

３
月
　
日
ご
逝
去
。

２９

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

１０日
（木）労災

１０日
（木）

９日
（水）基金

国保
◎◎○★

５月のレセプト受取・締切

　
永
か
っ
た
冬
が
終
わ
り
、
４

月
上
旬
か
ら
中
旬
、
や
っ
と
裏

庭
の
雪
が
消
え
ま
し
た
。
黒
い

土
が
現
れ
、
つ
く
し
が
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
に
芽
を
出
し
て
い
ま

す
。
あ
れ
は
何
時
頃
だ
っ
た
で

し
ょ
う
。
ま
だ
ぼ
く
が
大
野
小

学
校
の
下
級
生
の
頃
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
神
戸
か
ら
従
姉
妹

の
弥
生
さ
ん
が
一
人
で
遊
び
に

来
ま
し
た
。
年
齢
は
ぼ
く
よ
り

三
つ
か
四
つ
下
で
し
た
。
お
そ

ら
く
小
学
校
に
入
学
し
た
と
こ

ろ
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
ぼ
く

の
学
校
で
は
女
生
徒
と
特
別
仲

良
く
す
る
と
い
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
せ
い
ぜ
い

用
事
の
あ
る
時
に
声
を
か
け
る

ぐ
ら
い
で
し
た
。
新
し
く
女
友

達
が
で
き
た
と
思
い
、
ぼ
く
は

勇
ん
で
弥
生
さ
ん
を
竹
野
川
の

畦
に
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。
細

い
田
の
道
を
通
り
、
当
時
の
鉄

道
宮
津
線
線
路
を
越
え
る
と
、

時
代
の
最
高
の
子
ど
も
た
ち
の

遊
び
場
で
あ
る
竹
野
川
が
流
れ

て
い
ま
し
た
。
渡
る
と
ゆ
れ
る

細
い
木
橋
、
越
え
て
対
岸
の
砂

と
土
の
上
に
し
ゃ
が
み
ま
し

た
。
こ
こ
は
子
ど
も
た
ち
の
秘

境
で
、
沢
山
の
つ
く
し
が
 生
 え
は

て
い
ま
し
た
。
ぼ
く
た
ち
は

た
っ
ぷ
り
収
穫
を
し
て
帰
り
ま

し
た
。夕
方
、２
人
は
一
緒
に
お

風
呂
に
入
り
ま
し
た
。
弥
生
さ

ん
は
平
気
で
し
た
。
恥
ず
か
し

そ
う
に
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
弥
生
さ
ん
は
父
の
弟
の
ひ
と

り
娘
で
し
た
。
叔
父
は
歯
科
医

で
し
た
。
凝
り
性
で
仕
事
は
し

ま
し
た
が
、
お
金
儲
け
は
あ
ま

り
上
手
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で

す
。
お
母
さ
ん
は
し
っ
か
り
者

の
産
婆
で
し
た
。
お
そ
ら
く
家

計
は
お
母
さ
ん
が
握
っ
て
い
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
兵
庫
県
の

竜
野
の
出
身
と
聞
き
ま
し
た
。

戦
争
、
空
襲
で
焼
け
出
さ
れ
、

一
家
は
相
当
苦
労
さ
れ
た
と
思

い
ま
す
。
ぼ
く
の
方
も
父
の
死

亡
、
経
済
的
な
行
き
詰
ま
り
、

他
人
ど
こ
ろ
で
は
な
い
時
代
、

叔
父
も
死
亡
し
て
両
家
の
交
流

は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
だ
が
、
昨
年
９
月

に
死
亡
し
た
下
の
姉
が
芦
屋
に

い
た
頃
、
弥
生
さ
ん
と
の
交
流

は
復
活
し
、
姉
は
弥
生
さ
ん
と

親
し
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て

ぼ
く
が
開
業
医
生
活
に
入
っ
た

頃
、
姉
は
ぼ
く
が
弥
生
さ
ん
と

結
婚
す
る
よ
う
、
母
に
す
す
め

ま
し
た
。
だ
が
母
は
一
言
で
は

ね
つ
け
ま
し
た
。
父
と
叔
父
は

母
が
違
っ
て
い
て
、
父
は
前
妻

の
子
で
し
た
。
母
は
弥
生
さ
ん

一
家
に
よ
い
感
情
を
持
っ
て
い

な
い
よ
う
で
し
た
。

　
長
い
年
月
が
流
れ
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
賀
状
だ
け
の
交
流
で

し
た
。
だ
が
下
の
姉
は
ず
っ
と

交
際
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
話
は
変
わ
り
ま
す
。
隣
の
兵

庫
県
で
「
兵
庫
ふ
れ
あ
い
の
祭

典
　
詩
の
フ
ェ
ス
タ
ひ
ょ
う

ご
」
な
る
組
織
が
あ
り
、
毎
年

１
回
詩
作
品
の
募
集
が
あ
っ

て
、　
月
に
発
表
会
が
開
催
さ

１１

れ
て
い
ま
し
た
。
選
者
の
１
人

が
安
水
稔
和
で
古
い
詩
友
だ
っ

た
か
ら
、
平
成
　
年
か
ら
毎
年

１４

応
募
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
い

つ
も
佳
作
ど
ま
り
で
し
た
が
、

　
年
に
入
賞
し
盾
と
賞
状
を
も

１８ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
記
事
が
お
そ
ら
く
神
戸
新
聞

に
出
た
の
で
し
ょ
う
。　
月
　

１１

１７

日
の
式
に
出
席
し
た
ら
、
な
ん

と
会
場
で
弥
生
さ
ん
が
待
っ
て

い
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
お

祝
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
当
然

で
す
が
、
ぼ
く
も
弥
生
さ
ん
も

す
っ
か
り
白
髪
で
し
た
。
弥
生

さ
ん
か
ら
長
い
話
を
聞
き
ま
し

た
。
夫
は
ぼ
く
と
同
じ
旧
制
松

江
高
校
出
身
で
米
子
生
ま
れ
、

戦
後
の
混
乱
で
大
学
に
は
行
か

ず
、
ず
っ
と
小
学
校
の
教
員
を

し
て
い
た
が
死
亡
、
子
ど
も
も

な
い
の
で
思
い
切
っ
て
自
宅
を

売
却
し
て
老
人
ホ
ー
ム
に
入
り

ま
し
た
。
む
さ
く
る
し
い
所
だ

が
帰
り
に
寄
っ
て
下
さ
い
と
の

言
葉
で
し
た
が
、
大
き
な
心
残

り
は
あ
る
も
の
の
、
表
彰
式
が

終
わ
っ
た
ら
ぼ
く
は
早
々
に
帰

宅
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
翌
日

の
仕
事
も
あ
り
ま
す
。
だ
が
、

谷口　謙（北丹） 　  ＜１２＞

春

つ
く

春
 
つ
く
しし

御
主
人
の
松
高
出
身
と
は
全
く

驚
き
ま
し
た
。
ぼ
く
の
い
た
当

時
の
理
科
甲
三
組
に
は
米
子
中

学
出
身
が
５
人
い
た
と
思
い
ま

す
。
も
っ
と
も
親
し
か
っ
た
男

は
阪
大
を
出
て
、
大
丸
百
貨
店

の
神
戸
支
店
長
を
し
て
い
ま
し

た
。
西
宮
住
ま
い
で
今
も
健
在

の
よ
う
で
す
。
こ
ん
な
ら
ち
・
・
も

な
い
話
も
し
ま
し
た
。
下
の
姉

と
の
交
流
の
こ
と
の
お
礼
も
言

い
ま
し
た
。
で
、
な
ん
だ
か
胸

の
な
か
が
う
つ
ろ

・
・
・
に
な
る
よ
う

な
思
い
で
し
た
。
弥
生
さ
ん
、

あ
な
た
が
忘
れ
た
と
言
っ
て
い

た
竹
野
川
の
つ
く
し
は
も
う
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
か
わ
り
、
ぼ

く
の
家
の
裏
庭
で
は
、
す
っ
く

り
大
き
く
な
っ
た
つ
く
し
が
直

立
し
て
い
ま
す
。

　
担
当
＝
江
頭
弁
護
士

◆
雇
用
管
理

　
５
月
　
日（
木
）午
後
２
時
～

１７

　
担
当
＝
河
原
社
労
士

◆
経
　
営

　
５
月
　
日（
水
）午
後
２
時
～

２３

　
担
当
＝
木
谷
税
理
士

拡
撹

鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎

※○は受付窓口設置日、 ◎は締切日。 （★基金のみ受付）
　受付時間：基金 午前９時～午後５時３０分、国保 午前８時３０分～午

後５時１５分、労災 午前９時～午後５時
※労災については、 ４月より締切を１０日としていますが、 ２０１２年９月ま
でにおいては、 経過措置期間として従来通り１２日まで受け付けます。 

医
療
機
関
の
機
能
評
価
強
化
の
方
向

「
急
性
期
病
床
群
」を
医
療
法
で
位
置
づ
け

　
厚
生
労
働
省
は
２
０
１
１
年

　
月
７
日
、社
会
保
障
審
議
会
・

１１医
療
部
会
に
お
い
て
、病
床
区

分
を
見
直
し
、医
療
法
上
で
一

般
病
床
に
新
た
に「
急
性
期
病

床
群（
仮
称
）」の
区
分
を
設
け

る
方
針
を
提
案
。「
急
性
期
医
療

に
関
す
る
作
業
グ
ル
ー
プ
」と

い
う
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を

立
ち
上
げ
検
討
を
開
始
し
て
お

り
、３
月
　
日
時
点
ま
で
に
第

２１

５
回
会
合
ま
で
を
開
催
し
て
い

る
。
　「
急
性
期
病
床
群
」を
第
６
次

医
療
法
で
位
置
づ
け
よ
う
と
す

る
国
の
狙
い
は
、
医
療
の
機
能

分
化
を
通
し
て
、
都
道
府
県
が

作
成
す
る
医
療
計
画
の
実
効
性

を
強
化
す
る
こ
と
、
ひ
い
て
は

都
道
府
県
そ
の
も
の
の
、
権
限

強
化
を
図
り
た
い
か
ら
だ
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
医
療
計

画
そ
の
も
の
を
、
医
療
提
供
体

制
の
効
率
化
の
手
段
と
す
る
こ

と
に
他
な
ら
な
い
。
ま
た
、
現

在
、
一
般
病
床
で
受
け
入
れ
て

い
る
軽
度
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
・
療
養
の
患
者
を
急
性

期
病
床
群
の
対
象
か
ら
外
す
こ

と
で
、
急
性
期
医
療
の
定
義
づ

け
が
な
さ
れ
、
入
院
医
療
そ
の

も
の
が
変
質
す
る
危
険
性
が
あ

る
。
医
療
機
関
の
機
能
評
価
を

行
い
、
一
般
病
床
の
機
能
分
化

を
進
め
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ

を
起
点
に
今
後
、
有
床
診
も
急

性
期
病
床
群
を
担
う
対
象
に
な

り
う
る
。
第
６
次
医
療
法
改
正

に
「
急
性
期
病
床
群
」
が
盛
り

込
ま
れ
れ
ば
、
医
療
計
画
の
性

格
が
大
き
く
変
わ
る
転
換
点
と

な
る
。
以
下
、
現
在
検
討
さ
れ

て
い
る
「
急
性
期
病
床
群
」
の

概
要
を
紹
介
す
る
。

　「
急
性
期
病
床
群
」
と
は
、
一

般
病
床
に
お
い
て
、「
比
較
的

高
い
診
療
密
度
を
要
す
る
医
療

を
提
供
す
る
病
床
（
群
）」（
図

１
）
で
あ
り
、
こ
れ
を
医
療
法

上
に
位
置
づ
け
、
一
般
病
床
の

機
能
分
化
を
図
る
も
の
と
し
て

い
る
。「
比
較
的
高
い
診
療
密

度
を
要
す
る
医
療
」と
は
、例
え

ば
心
筋
梗
塞
に
よ
る
入
院
や
、

手
術
前
の
患
者
の
よ
う
に
、
状

態
が
不
安
定
で
あ
っ
て
、
症
状

の
観
察
な
ど
の
医
学
的
管
理

や
、
創
傷
処
置
な
ど
の
治
療
を

日
常
的
に
必
要
と
し
て
い
る
場

合
等
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
の
医
療
法
上
の
病
床
区

分
は
、
一
般
・
療
養
・
結
核
・

精
神
病
床
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
一
般
病
床
の
中
に
、
病
棟

を
基
本
と
し
た
「
急
性
期
病
床

群
」
を
設
置
（
病
院
全
体
で
も

可
能
）。
現
行
の
許
可
制
度
で

は
な
く
、
認
定
制
度
と
し
、
各

医
療
機
関
が
自
主
的
に
都
道
府

県
に
申
請
す
る
。

　
認
定
の
た
め
に
は
、
病
床
許

可
要
件
で
あ
る
人
員
配
置
基

準
、
構
造
設
備
基
準
に
加
え
、

新
た
に
「
提
供
し
て
い
る
医
療

の
機
能
や
特
性
」
と
い
う
要
件

が
付
加
さ
れ
る
。（
図
２
）

　「
提
供
し
て
い
る
医
療
の
機

能
や
特
性
」
と
は
、
救
急
入
院

患
者
割
合
や
手
術
を
受
け
る
患

者
割
合
が
一
定
以
上
で
あ
る
こ

と
や
、
平
均
在
院
日
数
で
規
定

す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る

状
況
。

　
認
定
を
受
け
た
医
療
機
関

は
、
定
期
的
に
、
必
要
な
事
項

を
都
道
府
県
に
報
告
す
る
と
と

も
に
、
一
定
の
期
間
ご
と
に
認

定
の
更
新
を
受
け
る
。

　
な
お
、
要
件
を
満
た
さ
な
く

な
っ
た
場
合
に
は
、
直
ち
に
認

定
全
体
の
取
消
し
を
行
う
の
で

は
な
く
、
認
定
さ
れ
る
病
棟
範

囲
の
変
更
や
一
定
期
間
の
猶
予

な
ど
、
医
療
機
関
の
個
別
の
事

情
に
配
慮
し
た
仕
組
み
を
設
け

る
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た「
急
性
期
病
床
群
」

を
医
療
法
で
位
置
づ
け
る
効
果

は
、
診
療
報
酬
だ
け
で
は
十
分

に
対
応
で
き
な
い
「
機
能
の
見

え
る
化
」「
医
療
計
画
の
推
進
」

が
図
ら
れ
る
こ
と
だ
と
し
て
い

る
。「
見
え
る
化
」は
医
療
機
関

が
地
域
の
中
で
担
う
べ
き
機
能

を
自
ら
確
認
・
点
検
す
る
こ
と

で
、
医
療
の
質
の
向
上
が
図
ら

れ
、「
医
療
計
画
の
推
進
」
は
都

道
府
県
が
認
定
に
関
与
す
る
こ

と
で
、
急
性
期
医
療
の
実
態
に

即
し
た
医
療
計
画
の
策
定
が
期

待
で
き
る
と
し
て
い
る
。

　
国
は
今
ま
で
以
上
に
、
医
療

機
関
の
機
能
を
評
価
し
、
分
化

す
る
方
向
を
強
め
て
お
り
、
在

宅
医
療
に
関
し
て
も
、
そ
う
し

た
視
点
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
可

能
性
が
あ
る
。
国
が
目
指
す
医

療
提
供
体
制
の
た
め
の
医
療
機

関
の
評
価
や
機
能
分
化
で
は
な

く
、
患
者
に
と
っ
て
望
ま
し
い

医
療
の
あ
り
方
を
現
場
の
立
場

か
ら
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

図１　一般病床の機能分化のイメージ

図２　急性期病床群（仮称）の認定要件（イメージ）

急
性
期
病
床
群
（
仮
称
）
を

位
置
づ
け

国民医療の今日的課国民医療の今日的課題題
　日　時　６月１６日（土）午後１２時５０分～４時
　場　所　京都大学 学術情報メディアセンター南館
　　　　　（左京区吉田本町）
　講　座　①「福島第１原発と医療」
　　　　　　松井 英介 氏（岐阜環境医学研究所所長）
　　　　　②「ＴＰＰと医療」
　　　　　　高山 一夫 氏（京都橘大学准教授）
　　　　　③「貧困と医療」
　　　　　　垣田 さち子 氏（京都府保険医協会副理事長）
　資料代　大人５００円（学生無料）
　主　催　第３９回医療研究全国集会in京都 現地実行委員会
　　　　　（緯０７５-８０１-８００２）・（財）日本医療労働会館・国民医療研究所

医療研究全国集会 市民講座

社会保障審議会・医療部会（１２/１）資料より

社会保障審議会・医療部会（１２/１）資料より
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